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第
三
節
ア
ダ
ム
ズ
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政
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思
想
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内
在
的
に
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よ
う
と
す
る
研
究

第
四
節
政
治
家
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
研
究

第
一
章
一
八
世
紀
に
お
け
る
政
府
理
論
の
胎
動

第
一
節
聖
界
政
府
か
ら
世
俗
政
府
へ

第
二
節
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
思
想
形
成
期
お
よ
び
そ
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宗
教
観

第
三
節
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
道
徳
哲
学

第
二
章
イ
ギ
リ
ス
帝
国
論
か
ら
み
た
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
抵
抗
の
論
理

第
一
節
植
民
地
統
治
体
制
の
変
化
と
植
民
地
議
会
の
自
立

第
二
節
英
国
国
制
を
め
ぐ
る
帝
国
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争
と
反
英
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争
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立
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の
転
換
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革
命
理
論
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完
成

第
三
節
コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

l
シ
ヨ
ナ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ヨ
ン
と
い
う
立
法
者

第
四
章
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
建
国
の
論
理

第
一
節
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ア
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リ
カ
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邦
憲
法
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護
論
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の
政
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哲
学

第
二
節
永
続
的
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原
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第
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節
連
邦
制
と
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に
か
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混
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釈
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章
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仏
同
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解
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渉
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統
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権
力
の
確
立

第
一
節
ア
メ
リ
カ
外
交
に
お
け
る
中
立
と
い
う
国
是

第
二
節
総
裁
政
府
の
ア
メ
リ
カ
情
勢
認
識
の
錯
誤
と
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件

第
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節
「
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勢
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カ
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第
四
節
第
二
次
和
平
特
使
派
遣
に
い
た
る
米
仏
両
国
の
政
治
状
況

第
五
節
政
策
目
標
の
達
成
と
政
治
的
敗
北

第
六
章
ア
メ
リ
カ
ン
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

第
一
節
ア
ダ
ム
ズ
と
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
の
亀
裂
の
始
ま
り

第
二
節
人
間
本
性
と
統
治
原
理
|
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
貴
族
と
は

第
三
節
合
衆
国
の
統
合
と
政
党
政
治
|
ア
メ
リ
カ
政
党
制
の
起
源

第
四
節
お
わ
り
に

第
一
章

一
八
世
紀
に
お
け
る
政
府
理
論
の
胎
動

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

第

聖
界
政
府
か
ら
世
俗
政
府
へ

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ク
ラ
ム
ニ
ッ
ク

(
-
g
R
関

gg=-nr)
に
よ
れ
ば
、
建
国
期
ア
メ
リ
カ
の
政
治
思
想
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
分
析
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
古
典
的
共
和
主
義

(
n
g
a
-
g
-
S
E
E
n白
号
ヨ
)
、

ロ
ッ
ク
的
自
由
主
義
(
戸
on宮
g
z
g
E
E
M
)、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
労
働
倫
理
(
き
『
r'azn
句『
2
2
5
r
g
)
、
州
中
心
の
主
権
理
論

(
E
5
4
3
2
0
3品
目

F
g
ュ2
0『
8
5
5宮
々
)
、
法
学
的
言
語

(-gmgmm
え
」
Z

ユ名ヨ円
-28)
、
ホ
イ
ツ
グ
主
義
(
宅
玄
関
包
目
ヨ
)
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
道
徳
哲
学

(
E
2
E
-
E
E
O司
S
∞n
z
c
-
o『
手

巾

で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
政
治
理
解
の
ど
れ
か
一
つ
が
議
論
の
空
間
を
支
配
す
る
こ
と
は
な

(
l
)
 

か
っ
た
し
、
む
し
ろ
同
じ
論
者
の
な
か
に
様
々
な
使
用
方
法
で
、
い
く
つ
も
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ

印

noロ
岡
田

F
m
E
-
m
z
nロ
5
2円)
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説

が
常
識
的
な
判
断
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ッ
ク
的
解
釈
対
共
和
主
義
的
歴
史
解
釈
と
い
う
よ
う
に
、
あ
た
か
も
対
立
関
係

jヒ法56(4・4)1556 

の
ご
と
き
様
相
は
、
実
際
の
ア
メ
リ
カ
建
国
期
の
議
論
で
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

論

こ
の
時
代
の
政
府
理
論
を
考
察
す
る
場
合
、
も
っ
と
も
画
期
的
な
動
き
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
な
の
は
、
「
現
世
の
統
治
秩
序
が
正
面
か

ら
検
討
さ
れ
た
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
実
は
一
八
世
紀
以
前
の
西
欧
世
界
に
お
い
て
、
人
々
の
関
心
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
基
本
的
に
は

(2) 

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
現
世

来
世
に
お
け
る
魂
の
処
遇
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

の
研
究
が
な
さ
れ
た
の
が
一
八
世
紀
の
画
期
性
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
観
点
か
ら
こ
の
時
期

の
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
世
界
を
検
討
す
る
な
ら
、
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
理
論
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
社
会
観
と
の
聞
に
い
か
な
る
深

の
秩
序

(
n
z
-
m
O
5ヨヨ
2)

淵
が
あ
ろ
う
と
も
、
受
け
手
で
あ
る
政
治
的
人
々
に
と
っ
て
は
、
と
も
に
現
世
統
治
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
一
連
の
思
想
運
動
で
あ
っ
た
こ
と

(3) 

が
分
か
る
。

こ
う
し
た
、
思
想
動
向
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
」

(
4
)
 

の
政
治
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
は
、
「
建

国
の
父
た
ち
」
に
、
政
治
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
合
理
的
な
政
治
秩
序
を
構
築
す
る
上
で
の
、
科
学
的
メ
タ
フ
ァ

l
を
提
供
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー

ト
ン
主
義
的
な
政
治
言
語
は
広
範
な
説
得
力
を
も
ち
、
様
々
な
政
治
信
条
を
持
つ
人
々
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
人
々

に
与
え
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
時
代
の
理
論
家
た
ち
に
、
調
和

(ZRョ
。
ロ
可
)
、
秩
序

(caq)
、
自
然
法

(
E
E同
二
島
君
、
あ
る
い
は
自
然
法
則
)
、

機
械
的
宇
宙
百
四
n
F
S
E
R
5
5
2
)
と
い
っ
た
、
決
り
文
句
を
提
供
し
、
理
論
家
た
ち
は
こ
れ
ら
の
概
念
を
柔
軟
に
適
用
す
る
こ
と
で
、

政
治
的
に
実
用
的
な
概
念
と
し
た
。
後
の
ア
メ
リ
カ
革
命
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
い
て
、
王
政
を
放
逐
し
た
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
が
直
面

す
る
こ
と
に
な
る
「
正
統
性
」

の
問
題
の
、
あ
る
側
面
を
こ
の
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
」
が
補
っ
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
な
イ
メ
ー
ジ
あ
る
い
は
そ
の
宇
宙
論
的
メ
タ
フ
ァ

l
は
、
自
律
的
な
社
会
の
均
衡

(Z-gnm)
と
い
う
観
念

を
持
っ
て
い
る
人
々
に
影
響
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
機
能
は
自
立
的
に
は
作
ら
れ
得
な
い
の
で
、
立
憲
的
統
治
秩
序
の
実
現
に
は
、



用
心
深
い
市
民
と
政
治
家
に
よ
る
絶
え
間
な
い
監
視
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
人
々
に
も
使
用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

政
治
理
論
は
、
理
論
家
に
よ
る
明
快
な
定
式
化
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
の

い
わ
ば

B
n
E
E広
と
も
い
う
べ
き
広
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
容
認
す
る
雰
囲
気
の
中
で
醸
成
さ
れ
た
。

ヘ
ン
リ

l
-
F
・
メ
イ
(
同

g
q
明

玄
白
『
)
に
よ
れ
ば
、
大
西
洋
両
岸
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
展
開
す
る
言
説
の
風

潮
に
は
、
以
下
の
コ
一
つ
が
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
第
一
に
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
両
大
陸
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
、

ア
メ
リ
カ
に
波
及
す
る
と
同
時
に
、

ア
メ
リ
カ
と
い
う
新
大
陸
の
も
つ
可
能
性
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
逆
照
射
す
る
。
第
二
に
、

ア
レ
ク
ザ
ン
ダ

l
・
ポ

l
プ
(
と

2
2
a
n『
ぎ
宮
)
、

(
p
g
g
z
z
R
Z
8三、

モ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ソ
ン

テ
ス
キ
ュ
ー
と
い
っ
た
著
述
家
が
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
を
実
践
的
に
補
強
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

そ
し
て
第
三
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
の
政
治
理
論
の
世
界
観
と
は
、
理
論
家
た
ち
が
表
面
的
な
見
か
け
や
物
理
現
象
の
背
後
に
存
在
す
る
で

(5) 

あ
ろ
う
、
究
極
の
実
在
に
適
合
す
る
よ
う
な
観
念
的
な
洞
察
に
力
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

特
に
第
三
の
点
は
、
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
自
然
哲
学
と
い
か
に
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
神
学
的
問
題
が
、
啓
蒙
主
義
の
時
代

に
お
い
て
世
俗
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
社
会
理
論
や
政
治
理
論
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
か

を
示
し
て
い
る
。
ア

l
サ
l
・
0
・
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
(
〉
喜
号
。

Z
Aミ
)
は
、
こ
の
点
を
指
摘
し
、
観
念
的
諸
問
題
は
多
く
の
場
合
ニ
ュ
ー

ト
ン
主
義
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
一
体
化
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
に
お
い
て
目
覚
し
い
の
は
、
彼
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
を
「
均
衡

(
B
E
E
R
G
o
-
E

の
理
論
」
と
し
て
特
徴
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
均
衡
」
と
い
う
用
語
は
、
回
世
紀
に
極
め
て
広

(
6
)
 

く
浸
透
し
て
い
た
も
の
で
、
例
え
ば
「
ザ
・
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
に
も
繰
り
返
し
見
ら
れ
る
。
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
は
、
「
均
衡

(
8
5苦
言
語
)

(7) 

の
理
論
」
を
次
の
よ
う
に
仮
定
す
る
。

」ヒ法56(4・5)1557



i説

神
の
世
界
秩
序
を
論
じ
る
場
合
、

一
八
世
紀
の
思
想
家
た
ち
で
さ
え
、
造
物
主
(
四
宮
内
『
2
8円
)
は
常
に
最
も
単
純
で
、
最
も
直
接

一
七
世
紀
、

的
な
手
段
で
彼
の
目
的
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
、
彼
ら
は
、
造
物
主
は
し
ば
し
ば
、
有
害
な
も
の
ど

1;命

う
し
を
互
い
に
均
衡
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
望
ま
し
い
結
果
を
導
く
と
考
え
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
均
衡
の
方
法
(
吉
町
四

Fa
ぇ
g
g
g号
05)

と
呼
ば
れ
得
る
も
の
を
使
用
す
る
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
、
人
間
と
い
う
悪
し
き
存
在
に
よ
る
世
界
に
、
理
想
の
政
治
社
会
を
構
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
は
、

マ
ン
デ
ヴ
イ
ル
の
「
蜂
の
寓
話
可
与
な
ミ
S
こ
言
)
』
あ
る
い
は
、
ポ

l
プ
の
『
人
間
に
つ
い
て

(bhミ
ミ
ミ
S
)
』
に
示
さ
れ
る

ょ
、
つ
に
、

一
八
世
紀
の
道
徳
化
あ
る
い
は
人
為
的
操
作
の
考
え
方
に
非
常
な
影
響
力
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

理
論
家
た
ち
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
の
法
則
(
』
陶
芸
)
が
、
自
然
界
に
お
け
る
諸
力
の
均
衡
を
打
ち
立
て
て
い
る
よ
う
に
、
自
然

に
生
ま
れ
た
諸
階
級
や
、
社
会
に
存
在
す
る
諸
利
益
は
、
「
均
衡
の
理
論
」
に
よ
っ
て
、
「
均
衡
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
主

題
は
、
英
国
の
反
体
制
派
詩
人

J
-
T
・
デ
ィ
サ
ガ
リ
ア

l
ズ

の
「
世
界
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
シ
ス
テ
ム
、
最
高
の
統

(
』
・

4
・

0
目
白
血

mE-5Z)

治
の
モ
デ
ル

(叶

Z
2
2
8
E
S
∞万円刊
5
0『門町刊を
2
5・
円
宮
町
田
町
出
向
富
。
込
町
-
o
『
。
。
5
3
g
m
Eこ
と
い
う
詩
に
よ
っ
て
、

一
七
二
九
年
に
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
詩
の
中
で
彼
は
、
政
治
思
想
家
た
ち
に
、
唯
一
の
真
理
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
モ
デ
ル
に
従
う
よ
う
に
勧
告
し
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

政
治
的
病
弊
を
天
体
の
運
行
に
従
わ
し
め
る
よ
う
な
匡
正
策
が
あ
る
と
主
張
(
彼
に
よ
れ
ば
「
発
見
」
)
し
た
。
こ
の
詩
人
に
よ
れ
ば
、
「
全

知
全
能
の
宇
宙
の
設
計
者
」
の
知
恵
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
体
系
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
写
し
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
徳
的

(8) 

均
衡

(
g
o邑
S
E
-
-
5
2
5
)
を
備
え
た
完
全
な
政
治
シ
ス
テ
ム
を
打
ち
立
て
ら
れ
る
と
い
う
。

現
代
の
我
々
か
ら
み
れ
ば
い
さ
さ
か
滑
稽
な
こ
の
熱
狂
的
ニ
ュ
ー
ト
ン
崇
拝
者
の
詩
人
の
言
葉
に
は
、
政
治
理
論
に
お
け
る
宇
宙
論
の
メ

タ
フ
ァ

l
の
人
気
の
あ
り
ょ
う
が
示
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
科
学
的
志
向
性
と
、
霊
的
か
つ
宗
教
的
な
関
心
と
は
十
分
に
両
立
し
得
る
と

北i去56(4・6)1558



(
9
)
 

い
う
、
こ
の
時
代
の
科
学
の
歴
史
性
が
か
い
ま
見
え
る
。
そ
し
て
、
宇
宙
の
構
造
と
立
憲
的
な
均
衡
と
の
聞
に
は
、
明
確
に
関
係
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

一
七
三
三
年
、
ボ
ー
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
彼
の
『
党
派
論

3
5
2
2
5芯
号

S
Eミ
5)」
に
お
い
て
、
英
国
国
制
の
発
達
を
論
じ
る
中
で
、

君
主
制
は
、
「
も
は
や
、
臣
民
と
別
の
軌
道
を
動
く
こ
と
は
な
く
、
ち
ょ
う
ど
天
体
ど
う
し
の
関
係
の
よ
う
に
、
引
き
付
け
、
は
ね
つ
け
、

影
響
を
与
え
、
彼
自
身
に
よ
っ
て
彼
ら
を
導
く
。
君
主
と
臣
民
と
は
同
じ
シ
ス
テ
ム
の
別
の
部
分
で
あ
り
、
互
い
に
密
接
に
つ
な
が
り
、
共

(
問
)

同
し
て
い
て
、
動
か
し
動
か
さ
れ
て
い
る
。
」
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
チ
ソ
ン
は
「
我
々
の
美
と
徳
の
観
念
の
起
源
に
つ
い
て
の
考

察

(hssqss志
向
。
ミ
句
玄
ミ
ミ
。
号
、
色
町
む
旬

2
h
p
b
R
q
言
え
て
ミ
ミ
)
』

の
中
で
、
社
会
的
領
域
に
お
け
る
引
力

E
5
2
2
)
と
斥
力

(
5
E
5ロ)

の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
論
じ
て
い
る
。
彼
は
、
「
普
遍
的
な
慈
愛

(
E
2
5
5一
宮

5
5一2
8こ
の
よ
う
な
社
会
的
結
合
力
と
、
「
引
力
の
法
則
の

(
日
)

よ
う
な
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
及
ぶ
力
」
と
を
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
。

」
う
し
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
が
も
た
ら
し
た
メ
タ
フ
ァ

l
は、

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

一
八
世
紀
に
お
け
る
政
治
思
想
家
た
ち
の
間
で
広
く
行
き
渡
る
概
念
を

与
え
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
実
に
様
々
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
均
衡
を
達
成
さ
せ
る
方
策
を
み
て
も
、
抑
制

均
衡

(nF22
同

E
E
8
8明
)
を
人
為
的
に
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
か
ら
、
社
会
に
本
質
的
に
内
在
す
る
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
存
在
を

主
張
す
る
政
治
的
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
ま
で
様
々
に
存
在
し
た
。
つ
ま
り
、
宇
宙
に
存
在
す
る
「
均
衡
」
の
理
論
を
政
治
・
社
会
の
諸
制
度

に
当
て
は
め
る
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
様
々
な
矛
盾
や
緊
張
を
は
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
緊
張
は
、
宇
宙
論
と
い
う
科
学
と
、
神

の
意
志
と
い
う
神
学
が
両
立
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
。

jヒ法56(4・7)1559

コ
ト
ン
・
マ
ザ

l
の
『
ク
リ
ス
ト
教
哲
学
者

(
2
2
t
S
3
2
0
8耳
目
『
)
』

の
中
に
こ
の
問
題
が
み
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、

マ

ザ
ー
の
関
心
は
、
宇
宙
論
的
政
治
の
均
衡

(
8
5
R
E
F
t
a
g
-
S
8
)
と
い
う
教
義
、
つ
ま
り
ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の
字
宙
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ヨ

(ロ)

ン
は
、
人
間
性
の
変
化
と
い
う
概
念
を
許
容
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
と
関
連
し
て
い
た
。
仮
に
、
宇
宙
は
す
で
に
包
括
的
な
均
衡
さ



説

れ
た
体
系
と
し
て
完
壁
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
定
義
が
正
し
い
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
の
法
則
(
宮
垣
間
)
の
働
き
の
中
で
は
あ
る
変
動
が
起

こ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
単
な
る
時
計
の
秒
針
の
音
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
か
ら
、
カ
ー
ル
・

L
・
ベ
ッ
カ

l

{
日
)

回
同

n
Z『
)
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

(
n
R
-
F・

OA‘ 
ii/iII 

も
し
、
自
然
が
神
の
作
品
で
あ
り
、
人
聞
が
自
然
の
産
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
間
が
行
為
し
考
え
た
り
す
る
す
べ
て
の
こ
と
、
ま
た
人
間
が
す
で

に
な
し
た
り
考
え
た
こ
と
も
ま
た
、
自
然
(
神
の
御
業
で
あ
り
法
則
)
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

(
は
)

こ
の
観
点
は
、
ポ

l
プ
の
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。

存
在
す
る
も
の
は
、
正
し
い
。
(
巧
町
民
2
2
F
M・-印刷NGZ・)

し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
聞
が
よ
り
完
全
な
政
治
的
均
衡
を
達
成
さ
せ
よ
う
と
努
力
す
る
の
は
何
ゆ
え
で
あ
る
か
と
い
う

問
題
が
残
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
も
し
す
べ
て
の
も
の
が
そ
の
存
在
ゆ
え
に
正
し
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
八
世
紀
の
改
革
者
た
ち
は
、

何
ゆ
え
過
去
の
誤
り
を
顧
み
て
そ
れ
ら
を
正
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
の
と
こ
ろ
、
啓
蒙
主
義
思
想
に
お
け
る
進
歩
の
必
要
性
、
改
革
の
理
由
と
い
う
の
は
、
神
の
創
作
し
た
ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の
宇
宙
と
い

う
概
念
の
中
に
お
い
て
は
、
矛
盾
を
最
後
ま
で
完
全
に
は
払
拭
で
き
な
い
。
し
か
し
、

意
志
(
摂
理
)
は
、
エ
デ
ン
の
破
壊
を
許
容
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、

が
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
子
孫
が
示
す
愚
劣
さ
か
ら
無
事
で
い
ら
れ
る
と
は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
に
お
い
て
一
八
世
紀
の
理
論
家
た
ち
は
、
神
の

エ
デ
ン
以
降
の
宇
宙
(
吉
田
ヤ

E
S
F
n
5
5
5
)

つ
ま
り
、
宇
宙
の
均

北法56(4・8)1560



衡
に
お
け
る
変
化
が
、
人
聞
を
脅
か
す
こ
と
が
あ
る
以
上
、
理
論
的
に
は
人
間
事
象
に
お
け
る
重
大
な
変
化
は
、
宇
宙
の
秩
序
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
人
間
事
象
に
お
け
る
変
化
と
い
う
の
は
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
堕
落
と
同
様
に
そ
れ
は
人
間
の

(
日
)

知
性
が
高
度
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
「
人
間
悟
性
論

(
F
S
H
D
3
2
2
S
1
4
R
5
3
寄
与
号
室
是
認
)
』
が
わ
ず
か
な
安
心
感
を
与
え

た
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
知
覚
は
、
物
理
的
諸
物
の
二
次
的
な
性
質
に
つ
い
て
の
観
念
を
認
識
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
次

(
日
)

の
よ
う
に
述
べ
る
。

我
々
は
我
々
の
周
囲
の
諸
物
の
い
く
つ
か
、
そ
し
て
よ
り
総
合
的
な
働
き
を
見
る
こ
と
知
覚
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の

驚
く
べ
き
機
能
を
動
か
し
つ
づ
け
る
一
連
の
流
れ
が
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
か
、
い
か
に
し
て
運
ば
れ
修
復
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
我
々

の
認
知
や
理
解
を
超
え
た
こ
と
で
あ
る
。

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

要
す
る
に
、
第
一
原
因
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
非
常
に
正
確
な
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
は

人
間
知
性
の
別
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
オ
プ
テ
イ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
「
道
徳
世
界
(
ヨ
C
『
包
毛
主
己
)
に
一
不
さ
れ
る
諸
物
の
正

(
げ
)

確
な
真
の
本
質
は
完
全
に
知
り
得
る
。
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
ロ
ッ
ク
は
、
「
人
間
は
神
が
人
間
に
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
を
十
分
に
満

た
す
だ
け
の
理
性
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
、
そ
し
て
人
聞
は
そ
の
創
造
主
の
知
性
と
彼
ら
自
身
の
義
務
の
洞
察
に
自
ら
を
導
く
に
十
分
な
光

(
凶
)

を
も
っ
」
こ
と
を
信
じ
て
い
た
。

北法56(4・9)1561

レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
に
承
服
し
な
い
、
理
論
家
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
の
ロ
ッ
ク
の
認
識
論
は
世
俗
政
府
形
成
の
理
論
を
導
く
た

め
の
力
と
な
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
の
政
治
理
論
の
研
究
は
、
社
会
を
油
断
な
く
監
視
し
、
改
善
す
る
こ
と
を
試
み

結
局
、



説

る
終
わ
り
な
い
挑
戦
で
あ
る
こ
と
を
合
意
し
て
い
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
理
想
の
統
治
秩
序
を
形
成
す
る
作
業
は
決
し
て
十
分
に
成
し
遂
げ

論

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
観
点
が
後
に
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
が
政
府
理
論
を
執
拘
に
詳
述
す
る
理
由

(
ゆ
)

と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
テ

l
マ
は
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
法
の
精
神
』
の
本
質
で
も
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
建
国
世
代
に
凄
ま
じ
い
影
響
を
与

え
た
彼
の
統
治
理
論
は
、
自
然
と
普
遍
の
法
を
、
そ
の
法
則
に
適
合
す
る
よ
う
に
政
策
的
技
術
(
忠
良

m
g
E
の
領
域
に
お
い
て
実
現
す
る

(m) 

こ
と
を
一
不
す
手
引
書
で
あ
っ
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
物
理
的
世
界
は
普
遍
的
な
法
に
よ
っ
て
均
衡
を
保
た
れ
て
い
る
が
、
社
会

に
お
け
る
理
想
的
な
法
や
秩
序
は
、
人
間
の
方
や
知
性
を
と
お
し
て
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
「
基

(
幻
)

調
」
と
い
う
概
念
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
各
社
会
の
個
別
性
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
啓
蒙
哲
学
の
な
か
に
政
治
が
登
場
す
る

契
機
が
こ
こ
に
あ
る
。
世
界
あ
る
い
は
宇
宙
を
所
与
の
秩
序
と
し
て
み
る
の
み
で
は
、
そ
こ
に
政
治
の
入
り
込
む
要
素
は
な
い
。
し
か
し
、

宇
宙
の
秩
序
の
回
復
あ
る
い
は
維
持
に
は
、
人
間
の
作
為
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
政
治
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
宇
宙
を
支
配
す

る
普
遍
的
な
法
則
と
適
合
す
べ
き
各
社
会
の
法
秩
序
は
、
当
然
人
聞
の
力
と
知
性
で
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
の
も
つ
法
則
と
し

て
の
側
面
、
そ
し
て
そ
の
法
則
に
も
と
づ
く
統
治
秩
序
形
成
に
お
け
る
人
為
的
工
夫
の
あ
り
ょ
う
が
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
、

ロ
ッ
ク
に
魅
了
さ
れ

た
建
国
の
父
た
ち
に
大
き
な
福
音
と
な
っ
た
の
は
、
当
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ロ
ッ
ク
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政

治
思
想
史
に
お
け
る
重
要
性
と
は
、
啓
蒙
主
義
思
想
に
政
治
的
契
機
を
与
え
た
こ
と
に
あ
る
。
共
和
主
義
的
伝
統
の
み
で
は
、
改
革
は
あ
り

え
て
も
革
命
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
啓
蒙
主
義
が
哲
学
あ
る
い
は
世
界
理
解
に
と
ど
ま
る
の
み
で
は
、
政
治
的

活
力
に
つ
な
が
ら
な
い
。
啓
蒙
主
義
の
時
代
の
世
界
認
識
が
、
哲
学
的
レ
ヴ
ェ
ル
を
超
え
て
政
治
的
活
力
の
契
機
と
な
り
、
そ
の
政
治
的
活

力
が
改
革
を
超
え
て
草
命
に
結
び
つ
く
契
機
を
生
ん
だ
の
が
、

の
秩
序
に
た
い
す
る
世
俗
政
府
へ
の
情
熱
と
い
う
形
を
と
っ
て
進
行
し
て
い
っ
た
。

一
七
世
紀
と
異
な
る
一
八
世
紀
の
特
質
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
来
世

北法56(4・10)1562



こ
う
し
た
、

一
八
世
紀
ま
で
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
世
俗
政
府
形
成
の
胎
動
を
踏
ま
え
て
、
次
節
で
は
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
思
想
形
成
過

程
を
検
討
し
て
み
た
い
。

第

節

ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
思
想
形
成
期
お
よ
び
そ
の
宗
教
観

(
辺
)

公
職
を
退
い
た
後
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
好
ん
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

独
立
を
求
め
る
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
革
命
の
結
果
で
あ
る
。
宣
(
の
革
命
は
一
七
七
六
年
よ
り
一

O
年
か
ら
二
O
年
前
に
植
民
地
の
人
々
の
心
の
中

で
起
こ
っ
て
い
た
。

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

ア
メ
リ
カ
革
命
に
ま
つ
わ
る
宗
教
的
・
道
徳
的
性
格
の
急
進
化
、
王
政
や
議
会
へ
の
義
務
感
の
変
化
の
一
例
は
、
初
期
の
ア
ダ
ム
ズ
の
日

記
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
家
は
、

ア
ダ
ム
ズ
の
日
記
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
を
ア
ダ
ム

ズ
の
中
に
読
み
込
ん
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
、

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
あ
る
い
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
し
て
の
ア
ダ
ム
ズ
像
が
形
成
さ
れ
た
。
確
か

に
、
彼
の
初
期
の
日
記
に
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
告
白
の
性
格
を
も
っ
た
テ

l
マ
が
散
見
さ
れ
る
し
、
特
に
人
間
本
性
を
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

的
罪
に
適
合
さ
せ
て
い
る
時
期
が
確
か
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

一
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
よ
り
も
、

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
イ
リ

l
ン
は
、

(
お
)

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
の
信
条
に
近
い
と
考
え
た
。

ア
ダ
ム
ズ
の
人
間
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
、

し
か
し
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
初
期
の
日
記
や
書
簡
に
は
、
こ
れ
と
は
違
う
ア
ダ
ム
ズ
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
近
代
的
自
然
哲
学
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る
姿
で
あ
り
、
自
然
の
底
流
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
た
法
あ
る
い
は
法
則
を

北法56(4・11)1563



説

(M) 

探
求
す
る
姿
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
ア
ダ
ム
ズ
の
個
性
は
、
そ
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
役
割
が
過
大
に
評
価
さ
れ
、
彼
自
身

に
起
こ
っ
た
知
的
・
道
徳
的
世
界
観
の
「
革
命
」
を
低
く
見
て
い
た
。

論

ア
ダ
ム
ズ
の
思
想
形
成
期
の
特
徴
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
オ

l
ソ
ド
キ
シ
ー
か
ら
次
第
に

距
離
を
と
り
始
め
る
経
過
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
自
然
、
人
問
、
道
徳
義
務
と
い
っ
た
ベ
ー
コ
ン
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
、

ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
人
々
の
影
響
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ダ
ム
ズ
が
神
学
的
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
を
最
終
的
に
は
拒
否
し
た
こ
と
を

示
し
た
い
。

一
七
五
一
年
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
一
五
歳
の
と
き
に
ハ

l
ヴ
ァ

l
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
。
こ
の
時
期
の
ハ

l
ヴ
ァ

l
ド
は
医

師
・
法
律
家
、
そ
し
て
聖
職
者
を
養
成
す
る
機
関
で
あ
り
、
特
に
ハ

l
ヴ
ァ

l
ド
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
教
義
が
強
い
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
ア
ダ
ム
ズ
は
、
神
学
は
ジ
ョ
ン
・
ウ
イ
ン
ス
ロ
ッ
プ
を
学
ん
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
経
験
哲
学
、
自
然
科
学
・
数
学
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

(μ) 

か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
彼
の
故
郷
で
あ
る
ブ
レ
イ
ン
ト
リ
ー
で
は
、
大
覚
醒
運
動
の
影
響
が
続
い
て
お
り
、

ア
ダ
ム
ズ
自
身
も
宗
教
的
見
解
を

め
ぐ
る
対
立
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
。
対
立
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
全
堕
落
(
門
C
E
ι
8
5
i々

、
原
罪
に
よ
る
人
間
の
完
全
な
腐
敗
)
、
神
の
絶

対
的
な
選
び

(
E
5
2岳
F
O
E
-
n
-
n
n
g
ロ
)
、
晴
罪
の
限
定
性

2
5
5仏
印

5
5
2豆
、
神
の
恩
寵
の
絶
対
性
(
可
呂
田
Ez--qo『
明
白
nn)
、
聖
人
の

窮
極
の
救
済
(
司
3
2
2
8
8
0ご
F
m
Eロ
仲
間
)
な
ど
で
あ
っ
た
。
ア
ダ
ム
ズ
は
こ
の
過
程
で
、
聖
職
者
に
な
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
思
い
悩

(
お
)

む
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
し
あ
た
り
ウ

l
ス
タ

l
で
法
律
家
と
な
る
た
め
の
訓
練
を
つ
む
か
た
わ
ら
、
彼
は
自
分
の
持
っ
て
い
た
神
学
の
再
検

ア
ダ
ム
ズ
の
内
面
の
問
題
は
、
自
然
と
神
、
理
性
と
救
済
、
徳
と
悪
徳
、
自
由
意
志
と
決
定
論
と
の
聞
の
関
係
に
整
理
を
つ
け

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
理
神
論
の
影
響
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
こ
の
時
期
の
会
衆
派
教
会
の
聖
職
者
た
ち
が
示
す
、
あ

討
を
行
う
。

北法56(4・12)1564



(
お
)

ま
り
に
退
屈
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
彼
ら
の
説
く
カ
ル
ヴ
ィ
ン
的
教
義
に
耐
え
が
た
い
違
和
感
を
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
、

ア
ダ
ム
ズ
は
二
五
歳
の
と
き
明
確
に
法
律
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
を
決
断
し
た
。
彼
が
聖
職
者
の
道

ア
ダ
ム
の
原
罪
が
何
ら
か
の
具
体
的

に
見
切
り
を
つ
け
た
の
は
、
先
に
示
し
た
対
立
点
に
彼
な
り
の
結
論
を
下
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、

な
犯
罪
な
し
に
人
類
全
体
を
呪
う
と
い
う
教
義
は
拒
否
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
予
定
説
と
い
う
教
義
に
身
震
い
す
る
感
情
を

覚
え
た
。
神
の
絶
対
的
な
選
択
、
嬢
罪
の
限
定
性
は
彼
に
と
っ
て
は
徳
を
否
定
す
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
要
す
る

に
、
カ
ル
ヴ
イ
ニ
ズ
ム
の
教
義
の
要
が
、
自
由
意
志
、
道
徳
義
務
そ
し
て
徳
あ
る
行
為
の
可
能
性
を
否
定
す
る
が
ゆ
え
に
受
け
入
れ
る
こ
と

(
幻
)

が
で
き
な
い
と
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
ズ
の
神
、
人
問
、
自
然
等
に
つ
い
て
の
思
考
の
方
向
性
を
示
す
も
の
を
知
る
に
は
、
彼
の
読
書
傾
向
を
検
討
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ

ぅ
。
ま
ず
神
学
に
つ
い
て
み
る
と
、
彼
は
広
教
派
(
「
邑
宮
島
=
包
吉
田
)
と
呼
ば
れ
る
神
学
者
た
ち
の
著
作
に
特
別
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

特
に
一
七
五
六
年
の
彼
の
日
記
に
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
パ
ト
ラ

l
の

ミ

河

内

ξ
雪
国
)
』
、
『
自
然
と
啓
示

「
宗
教
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

(、点、由民

~
-
h
y

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

(
さ
『
宅
内
皇
民
河
内
高
ミ
ミ
)
』
、
『
自
然
の
構
成
と
動
向
に
つ
い
て
(
さ
号
門
リ
S
S
H
E
-
3
2ぇ

9
2
5
号
、
さ
宣
之
)
』
、
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ク
ラ

l
ク

(
印

5
5
-
n
-
R宮
)
の
「
神
の
属
性
に
つ
い
て

(
q
ミ
宏
、
と
き
宣
言
久
C
ミ
)
」
、
リ
チ
ャ

l
ド
・
ベ
ン
ト
レ

l
(
E
n
E
R
a
-凶
g
号
可
)
の
「
ボ
イ
ル

(
お
)

ズ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
で
の
説
教
(
』
向

5
2
h
b『
出
ミ
守
ぱ
同
町
内
句
史
認
)
』
等
々
の
抜
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
神
学
者
た
ち
の
特
徴
は
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
的
な
科
学
や
ロ
ッ
ク
的
な
経
験
論
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
理
性
、
自
由
意
志
、
自
然
法
に
基
づ
い
た
よ
り
強
い
基
礎
を
与
え
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
ア
ダ
ム
ズ
は
、
ロ
ッ
夕
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ベ
ー
コ
ン
を
肯
定
的
に
、
デ
カ
ル
ト
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
を
批
判
的
に
検
討
し

(
却
)

て
い
る
。
こ
と
に
ロ
ッ
ク
に
た
い
す
る
思
い
入
れ
は
強
く
、
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
発
見
し
た
ア
メ
リ
カ
に
は
、
良
い
面
も
悪
い
面
も
あ
る
。
ロ
ツ

ク
氏
は
私
た
ち
に
、

い
か
に
し
て
悪
し
き
も
の
を
取
り
除
き
、
良
き
も
の
を
人
間
の
心
に
植
え
付
け
る
か
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
」
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説

(
ぬ
)

と
記
し
て
い
る
。

(
幻
)

た
と
い
う
。

ロ
ッ
ク
同
様
、

ベ
ー
コ
ン
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
人
間
の
理
解
力
を
向
上
さ
せ
る
方
法
を
教
え
て
く
れ

ア
ダ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、

二-::A
a岡

こ
こ
で
ア
ダ
ム
ズ
の
ロ
ッ
ク
理
解
お
よ
び
彼
が
ロ
ッ
ク
を
参
考
に
導
き
出
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
性
格
を
簡
単
に
検
討
す
る
と
次
の
よ
う
仁

な
る
。
ま
ず
、
彼
は
ロ
ッ
ク
に
従
い
、
人
間
の
生
得
観
念
を
否
定
す
る
。
す
べ
て
の
知
識
は
、
二
つ
の
根
本
的
な
前
提
条
件
に
依
存
し
て
い

て
、
そ
れ
は
肉
体
と
そ
れ
を
通
し
た
五
感
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
ら
れ
た
認
識
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
と
は
経
験

か
ら
の
合
理
的
帰
納
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
と
す
る
。
神
の
存
在
は
、
理
性
に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
し
、
ま
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

(
犯
)

も
ア
ダ
ム
ズ
は
考
え
る
。
ア
ダ
ム
ズ
は
、
最
後
ま
で
ア
ン
テ
ィ
ノ
ミ
ア
ン

(〉ロ【

F
E
E
S
)
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
明
ら
か
に
彼
の
神
は
、

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
存
在
で
は
な
い
し
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的
雰
囲
気
を
示
す
も
の
，

ア
ダ
ム
ズ
は
神
の
存
在
や
尊
厳
は
言
葉
や
行
い
を
通
し
て
知
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
観
念
は
直
接
ロ
ッ
ク
に

(
お
)

由
来
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
認
識
論
に
促
進
さ
れ
た
と
い
う
一
面
は
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
し
て
、

ア
ダ
ム
ズ
は
人
間
本
性
の
考
察
を
進
め
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
超
自
然
的
な
啓
示
を
通
し
て
よ
り
も
、
「
我
々
の
心
と

(
泌
)

体
の
構
成
を
考
察
す
る
」
方
が
、
「
我
々
は
権
利
と
道
徳
義
務
を
知
る
」
の
に
適
す
る
と
い
う
。
ア
ダ
ム
ズ
は
、
人
間
の
認
識
に
は
二
つ
の

自
明
の
前
提
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
存
在

(2∞
58)」
と
「
意
識

(
n
S
2
5
5
5
Z
)
」
で
あ
る
。
現
実
の
自
然
は
人
間
の
意
識
に
関
わ
り
な

以
上
を
踏
ま
え
て
、

く
存
在
し
、
そ
れ
自
体
自
己
充
足
し
て
い
る
自
律
的
世
界
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
外
界
の
現
実
に
気
づ
く
こ
と
が
認
識
の
始
ま
り
で
あ
り
、

(
お
)

「
我
々
の
知
る
す
べ
て
は
経
験
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
。
」
。
こ
の
場
合
の
経
験
と
は
も
ち
ろ
ん
知
覚
と
反
省
で
あ
る
。
そ
し
て
理
性
と
は
、

情
報
の
感
覚
的
な
蓄
積
の
上
に
築
か
れ
、
こ
れ
が
自
然
や
神
を
知
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。

ア
ダ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
た
ん
な
る
理
性
で
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
正
し
い
運
用
の
仕
方
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
ニ
ュ
!

(
お
)

ト
ン
が
世
界
の
仕
組
み
を
解
明
し
た
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
験
と
幾
何
学
に
よ
る
「
科
学
的
考
察
方
法
」
で
あ
る
と
い
う
。

も開・、、，
E

J

、

ナ
J
J
J
1し
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こ
う
し
た
ロ
ッ
ク
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
方
法
は
、
自
然
と
同
様
に
社
会
の
考
察
に
も
適
用
で
き
る
と
す
る
。

ア
ダ
ム
ズ
は
、
政
治
に
お

け
る
実
験
を
歴
史
の
知
識
と
考
え
た
。
こ
の
歴
史
の
研
究
と
現
在
の
経
験
を
蓄
積
し
、
反
省
す
れ
ば
地
上
に
お
け
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
柄
に

(
お
)

つ
い
て
明
確
な
観
念
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
何
故
ネ
イ
シ
ヨ
ン
は
輿
り
そ
し
て
滅
び
た
の
か
が
分
か
る
と
い
う
。

そ
れ
と
同
時
に
ア
ダ
ム
ズ
は
ロ
ッ
ク
に
従
い
、
神
の
存
在
は
経
験
と
自
然
法
則
の
一
定
性
か
ら
帰
納
的
に
示
さ
れ
得
る
が
、
神
の
本
質
や

真
の
属
性
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
理
論
家
の
探
求
課
題
は
実
際
的
で
有
用
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

人
間
の
条
件
の
改
善
を
目
指
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
彼
は
、
セ
オ
リ
ー
に
た
い
す
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
優
位
は
、
ア
メ

(
幻
)

リ
カ
革
命
以
前
の
二
世
紀
の
聞
に
、
技
術
や
科
学
に
お
け
る
革
命
を
な
し
て
き
た
と
考
え
た
。
こ
の
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
、
人
間
の
道
徳
的

条
件
は
改
善
さ
れ
得
る
と
い
う
の
が
ア
ダ
ム
ズ
の
道
徳
的
見
解
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
道
徳
的
行
為
は
も
は
や
神
学
を
離
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
は
、
自
立
的
に
良
き
行
為
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、

ア
ダ
ム
ズ
が
こ
う
し
た
宗
教
的
見
解
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
日
記
を
読
む
限
り
、
ジ
ヨ
ナ
サ
ン
・

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

エ
ド
ワ

l
ズ
に
感
銘
を
、
つ
け
た
と
い
う
形
跡
は
な
い
。
む
し
ろ
上
記
に
示
し
た
よ
う
に
、

エ
ド
ワ

l
ズ
が
敵
対
者
と
し
て
い
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ス
主
義
を
街
併
と
さ
せ
る
言
説
が
散
見
さ
れ
る
。
確
か
に
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
は
、

カ
ル
ヴ
ア
ン
の
二
重
予
定
説
に
異
議
を
唱
え
た
。
神

は
誰
を
も
不
信
仰
と
滅
び
に
予
定
せ
ず
、

キ
リ
ス
ト
の
死
は
万
人
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
神
の
恩
寵
は
不
可
抗
力
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ま

(
お
)

た
信
仰
の
維
持
は
恩
寵
の
み
に
よ
ら
な
い
と
い
う
の
が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
教
義
で
あ
っ
た
。
特
に
、
こ
の
時
期
の
ニ
ュ

l

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
に
は
、
啓
蒙
神
学
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
通
俗
的
な
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の

(
ぬ
)

説
く
陰
欝
な
人
間
像
に
た
い
す
る
啓
蒙
的
な
反
抗
心
を
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
派
は
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
れ

ば
、
神
の
恵
み
が
人
間
に
外
か
ら
「
注
入

(
S
P
2
2
こ
さ
れ
て
、
そ
の
人
間
の
思
考
や
行
動
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
考
え
方
は
、
人
間

の
「
自
律
性
」
と
い
う
啓
蒙
主
義
に
お
け
る
根
本
概
念
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
に
よ
っ
て
注
入
さ
れ
た
「
徳
」
な
ど
、

北i去56(4・15)1567



，i見

徳
に
は
値
し
な
い
と
い
う
の
が
彼
ら
の
考
え
で
あ
る
。
人
間
は
主
体
的
に
道
徳
を
構
成
で
き
る
以
上
、
人
間
の
徳
は
、
そ
の
人
間
自
身
の
努

(ω) 

力
や
選
択
に
よ
ら
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
ち
な
み
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
派
の
教
義
は
、

一
八
世
紀
に
ジ
ョ
ン
・
ウ
エ
ズ
レ

l

王u.. 恥
l羽目

d
『

2
3
)
が
メ
ソ
ジ
ス
ト
運
動
を
起
こ
す
に
き
し
て
採
用
し
た
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
ア
メ
リ
カ
宗
教
史
に
お
け
る
影
響
力
を
考
え
る
な
ら
、
こ

の
啓
蒙
神
学
の
影
響
を
検
討
す
る
の
は
、
一
見
無
駄
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
ダ
ム
ズ
お
よ
び
彼
の
育
っ
た
ニ
ュ

l
・
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
宗
教
的
伝
統
を
検
討
す
る
と
き
、
こ
の
観
点
は
い
さ
さ
か
的
外
れ
で
あ
る
と
分
る
の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
ズ
の
神
、
人
問
、
自
然
へ
の
認
識
に
は
、
啓
蒙
主
義
の
影
響
は
見
ら
れ
で
も
、
彼
の
「
神
学
」
と
な
る
と
、
ト
マ

と
い
う
の
は
、

ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
的
な
特
徴
が
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
ダ
ム
ズ
の
奇
妙
さ
で
は
な
く
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
カ
ル
ヴ
ア
ン
の
名
前
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な

(
叫
)

い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
モ
リ
ソ
ン

(
E
H
E
m
-
E
E
玄。

E
g
=
)
に
よ
れ
ば
、
初
期
の
ハ

l
ヴ
ァ

l
ド
の
教

(
必
)

育
課
程
で
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
は
カ
ル
ヴ
ア
ン
に
劣
ら
ず
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
事
実
、
イ
ン
ク
リ

l
ス
・
マ
ザ

i

の
よ
う
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
神
学
者
自
身
が
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
や
ド
ウ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ウ
ス
な
ど
を
熱
心
に
読
み
、
た

(

刊

日

)

め
ら
い
も
な
く
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
啓
蒙
主
義
は
ス
コ
ラ
哲
学
を
克
服
す
る
試
み
で
あ
っ
た
し
、
ま
た

お
曲
目
伺
冨
邑
岡
町
吋
)

ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
た
い
し
て
敵
対
関
係
の
位
置
に
あ
っ
た
が
、
「
新
大
陸
」
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
う
し
た
歴

(
付
)

史
的
経
緯
が
直
接
的
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
教
皇
の
無
謬
性
に
た
い
す
る
反
発
は
、
共
和
主
義
的
精
神
か
ら
去

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
よ
う
な
原
理
的
さ
ら
に
は
政
治
的
抗
争
を
経
験
し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
大
陸
に

お
い
て
は
、
神
学
を
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
た
い
す
る
抵
抗
は
少
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
」
に

明
さ
れ
る
の
は
普
通
で
あ
っ
た
が
、

分
類
さ
れ
な
が
ら
、

し
か
し
て
そ
の
ス
コ
ラ
哲
学
的
神
学
理
解
が
濃
厚
で
あ
る
が
ゆ
え
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
的
傾
向
が
あ
り
、

主
義
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
独
特
の
風
土
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
ダ
ム
ズ
の
育
っ
た
風
土
を
前
提
に
ア
ダ
ム
ズ
の
「
神

(
』
。

z=

北法56(4・16)1568
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学
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ア
ダ
ム
ズ
は
二
つ
の
結
論
に
達
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
聖
書
の
啓
示
は
道
徳
的
真
理
を
補
強
す
る
も

の
で
は
あ
っ
て
も
、
道
徳
的
真
理
の
源
泉
で
は
な
い
。
第
二
に
、
人
間
は
不
完
全
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
理
性
的
な
存
在
で
あ
り
、
外
界
の

(
必
)

観
察
や
自
分
自
身
の
心
の
統
御
か
ら
道
徳
的
義
務
や
徳
あ
る
振
る
舞
い
の
基
準
を
自
立
的
に
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

信
仰
と
徳
と
を
正
し
く
導
く
た
め
に
ア
ダ
ム
ズ
は
、
「
三
つ
の
存
在
」
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、
世
界
の
一
般
的
な
構

彼
の
日
記
や
書
簡
に
よ
れ
ば
、

成
(
円
宮
加

g
g
r
o
g
z
g
c
oロ
。
士
宮
君
主
色
)
、
す
べ
て
の
現
世
の
よ
ろ
こ
び
の
本
質
(
岳
町

E
E
8
0『
主

席

B
号

E
Sミ
B2)、
我
々
自
身
の

肉
体
の
構
成
(
言

2
2
E
g口
三

E『
geg)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
理
想
の
統
治
体
の
法
を
発
見
で
き

(
必
)

る
と
し
た
。

(
灯
)

こ
の
考
察
か
ら
ア
ダ
ム
ズ
は
「
六
つ
の
基
本
法
」
を
推
定
し
た
。
第
一
に
、
自
然
は
人
間
の
知
性
で
理
解
で
き
る
普
遍
的
ル

l
ル
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
す
べ
て
の
生
物
・
無
生
物
の
内
的
組
織
の
構
成
は
、
自
立
的
で
あ
り
、
調
和
的
で
あ
り
、
目
的
を
も
っ
て

ジョン・アダムズの中失政府論 (2) 

い
る
。
第
三
に
、
物
理
的
自
然
は
内
的
に
関
連
を
も
ち
、
相
互
に
依
存
し
て
い
る
。
第
四
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
は
、
自
己
選
択
し
自
己
保
存

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
各
種
は
、
規
則
的
・
統
一
的
に
自
分
た
ち
の
本
質
と
特
殊
な
財
産
を
維
持
し
、
他
の
種
の
特
殊
な
財
産
に
参
与
す
る

こ
と
は
な
い
。
第
五
に
、
宇
宙
の
構
造
は
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
カ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
最
底
辺
の
無
生
物
か
ら
頂
点
の
神
に
至
る
存
在
の
連
鎖
の

な
か
で
お
互
い
に
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
第
六
に
、
神
は
必
然
的
に
そ
の
よ
う
な
宇
宙
の
創
造
者
で
あ
る
。

以
上
の
ア
ダ
ム
ズ
の
宗
教
観
に
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
の
痕
跡
を
感
じ
取
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
人
聞
は
理
性
的
存
在

で
あ
り
、
か
つ
宇
宙
は
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
カ
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
、
神
の
恩
恵
の
働
き
か
け
は
、
人
間
の
自
由
意
志
と
矛
盾
せ
ず
、
む
し
ろ
そ

れ
を
基
礎
づ
け
る
。
ト
マ
ス
と
異
な
る
の
は
、
こ
の
神
の
恩
寵
が
人
間
の
主
体
性
に
と
っ
て
副
次
的
で
あ
る
点
と
、
神
の
人
格
性
の
希
薄
さ

北法56(4・17)1569

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
の
み
、
彼
は
確
か
に
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
な
の
で
あ
る
。



説

ア
ダ
ム
ズ
に
と
っ
て
、
神
と
い
う
概
念
は
普
遍
的
な
自
然
法
則
を
感
じ
さ
せ
た
。
そ
の
自
然
の
法
則
か
ら
、
人
間
に
と
っ
て
適
切
な
法
を

北法56(4・18)1570 

論

導
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
「
人
間
の
生
存
に
必
要
な
法
」
と
、
「
現
世
と
来
世
の
幸
福
に
必
要
な
法
」
を
峻
別
し
、
徳

と
信
仰
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
さ
い
、
善
と
悪
の
基
準
を
苦
痛
と
喜
び
を
通
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
神
が
配
慮
し
て
い
る
と
考
え
た
。

こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
現
世
の
幸
福
と
は
、
正
し
い
認
識
と
、
正
し
い
仕
事
と
に
関
連
す
る
長
期
的
よ
ろ
こ
び
と
い
う
合
理
的
幸
福
と
、

信
仰
あ
る
生
活
が
も
た
ら
す
本
質
的
な
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
然
の
法
を
発
見
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
に
調
和
し
よ
う
と
努
力
す
る

(
必
)

こ
と
は
、
神
の
祝
福
や
未
来
の
報
酬
を
保
証
す
る
大
い
な
る
契
機
で
あ
る
と
し
た
。

こ
の
理
論
か
ら
、
救
済
と
い
い
神
罰
と
い
い
、
そ
れ
ら
は
人
間
が
徳
あ
る
行
為
を
な
し
た
か
、
そ
れ
と
も
悪
徳
に
染
ま
っ
て
い
る
か
に
し
直

接
対
応
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

カ
ル
ヴ
イ
ニ
ズ
ム
と
は
根
本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
性
は
何
が
正
し
い
か
を
決
定
す
る

に
あ
た
っ
て
の
人
間
の
主
要
な
道
具
で
あ
り
得
る
し
、
正
し
い
こ
と
を
行
う
と
い
う
人
間
の
義
務
は
、
神
と
の
関
係
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、

(
的
)

人
間
を
正
し
い
行
動
に
駆
り
立
て
る
の
は
、
今
世
あ
る
い
は
来
世
に
お
け
る
よ
ろ
こ
ば
し
い
結
果
へ
の
希
望
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
信
仰
と
は
徳
を
強
化
す
る
社
会
的
習
慣
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
神
に
た
い
し
て
示
す
よ
う
な
恐
れ
や
身
震
い
で

は
な
く
、
合
理
意
的
で
人
間
的
な
信
仰
観
で
あ
る
と
い
え
る
。

ア
ダ
ム
ズ
に
と
っ
て
、
宗
教
と
は
人
間
を
奴
隷
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
益
口

き
統
治
者
と
被
治
者
、
善
き
夫
と
妻
、
善
き
親
と
子
、
善
き
師
と
弟
子
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ア
ダ
ム
ズ
が
「
善
」
を
語
る
場
合
、

彼
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
自
己
の
統
御
と
他
者
へ
の
責
任
と
が
結
び
つ
い
た
、
「
徳
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
徳
に
つ
い
て
の
一
八
世

紀
に
お
け
る
一
つ
の
分
類
法
に
従
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
に
た
い
す
る
徳
(
邑

r品
向
島
招

i
E
2
)
と
他
者
に
た
い

(ω) 

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
徳
は
習
慣
に
よ
っ
て
経
験
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

す
る
徳
(
。
吾
刊
で
お
問
主
百
個
〈

-Eg)

た
だ
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
日
記
に
お
い
て
は
、
他
者
に
た
い
す
る
徳
に
つ
い
て
は
、
「
黄
金
律
」
程
度
の
言
及
に
止
ま
っ
て
お
り
、
自

己
に
た
い
す
る
徳
が
彼
に
と
っ
て
の
中
心
テ

l
マ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
貧
欲
さ
、
情
念
を
支
配
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ



う
な
王
国
を
支
配
す
る
こ
と
よ
り
も
困
難
で
価
値
あ
る
こ
と
の
よ
う
に
ア
ダ
ム
ズ
に
は
思
わ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
若
き
ア
ダ
ム
ズ
が
自
ら
に

(
日
)

求
め
、
そ
し
て
社
会
に
求
め
た
道
徳
教
育
は
、
自
己
統
御
苦
手
g
gお
き
と
い
う
徳
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
見
解
か
ら
、

宗
教
の
役
割
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
道
徳
的
自
己
統
御
は
、
す
べ
て
の
人
々
に
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
諸
個
人
に
は
、
法
や

制
度
と
同
様
に
信
仰
と
い
う
慣
習
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
洞
察
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
ダ
ム
ズ
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
尊
厳
の
根
拠
と
は
、

道
徳
的
・
政
治
的
価
値
で
あ
り
、
そ
れ
は
政
治
体
制
に
必
要
な
道
徳
原
則
や
市
民
的
義
務
を
補
助
す
る
重
要
な
社
会
慣
習
な
の
で
あ
る
。

第
三
節
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
道
徳
哲
学

宗
教
的
な
問
題
に
一
定
の
け
り
を
つ
け
た
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
、

(
臼
)

一
七
五
六
年
八
月
よ
り
本
格
的
に
法
律
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
。

そ
し
て
八
月
一
一
一
一
日
以
降
、

日
記
か
ら
宗
教
的
探
求
に
関
す
る
事
柄
は
消
え
る
。

一
七
五
六
年
の
彼
の
状
況
を
観
察
す
る
と
、
自
ら
の
将
来

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

の
見
通
し
に
た
い
し
、
あ
る
と
き
は
楽
天
的
に
な
り
、
あ
る
と
き
は
悲
観
的
に
な
っ
た
り
と
揺
れ
動
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
と
い
う
の
は
、

一
七
五
0
年
代
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
ウ

l
ス
タ

l
郡
は
、
ど
う
見
て
も
文
明
の
辺
境
で
あ
り
、
知
的
刺
激
も
乏
し
く
、
才
能
あ
る
若
者

(
日
)

に
は
耐
え
が
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
は
、
し
ば
し
ば
自
ら
の
環
境
を
嘆
い
て
い
る
。

ひ
と
か
ど
の
法
律
家
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
法
律
家
に
な
れ
ば
、
邦
判
事
に
も
な
れ
る
し
、

チ
ュ

l
セ
ツ
ツ
評
議
会
委
員
に
も
な
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
北
米
植
民
地
に
は
、
そ
れ
以
上
に
は
才
能
あ
る
若
者
た
ち
に

と
っ
て
、
活
力
の
は
け
口
に
な
る
職
業
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
辺
境
で
あ
る
北
米
植
民
地
に
お
け
る
最
高
官
職
は
、
帝

国
の
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
て
や
っ
て
く
る
ガ
ヴ
ア
ナ
ー
で
あ
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
辺
境
出
身
の
彼
に
は
、
そ
の
可
能
性
は
乏
し
か
っ
た
。
英

そ
う
い
う
彼
の
唯
一
の
希
望
は
、

マ
サ

北法56(4・19)1571

国
議
会
の
下
院
議
員
に
な
る
可
能
性
に
い
た
っ
て
は
、
検
討
も
さ
れ
て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
植
民
地
出
身
の
若
者
の
昇
進
の
可
能
性
は
頭



説

打
ち
の
状
態
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
辺
境
で
あ
り
、
王
政
に
も
と
づ
く
社
会
で
は
、
そ
の
出
白
、
富
、
イ
ギ

(
日
)

リ
ス
本
国
と
の
関
係
な
ど
が
常
に
そ
の
人
の
社
会
的
・
職
業
的
地
位
を
決
め
て
い
た
。

論

若
き
日
の
ア
ダ
ム
ズ
の
日
記
や
書
簡
に
は
、
「
近
年
は
帝
政
ロ

l
マ
の
時
代
と
比
べ
て
、
才
能
あ
る
若
者
に
よ
り
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
テ
l
マ
が
何
度
も
で
て
く
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
彼
は
こ
う
い
う
場
合
、
肯
定
的
見
解
を
繰
り
返
す
。
近
年
は

北it56(4・20)1572

数
学
や
自
然
科
学
、
哲
学
が
爆
発
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
し
、
航
海
も
商
業
も
発
達
し
、
出
版
も
革
命
的
に
躍
進
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、

(
日
)

キ
ケ
ロ
の
時
代
よ
り
も
は
る
か
に
進
歩
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
あ
る
の
だ
と
主
張
す
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
、

ア
ダ
ム
ズ
は
自
信
と
希
望
に
満
ち
た
若
者
像
で
あ
り
、
そ
し
て
事
実
彼
は
将
来
へ
の
準
備
を
始
め
て
い
た
。
ア
ダ
ム

ズ
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
選
択
し
、
踏
み
出
す
前
に
考
察
し
た
課
題
は
、
「
野
心
」
・
「
才
能
」
・
「
名
声
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

野
心
(
白
S
5
5ロ
)
と
は
何
か
。

ア
ダ
ム
ズ
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
想
像
力

(
5名
E
gロ
)
と
い
う
能
力
を
探
求
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

彼
は
、
想
像
力
を
認
識
論
的
な
用
語
で
定
義
す
る
。
そ
れ
は
知
識
の
宝
庫
で
あ
り
、
目
に
見
え
る
対
象
に
観
念
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
観
念

お
よ
び
観
念
の
集
積
物
を
想
起
し
、
再
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
常
に
活
動
し
て
い
る
能
力
で
あ
り
、
過
去
と
未
来
に
向
か
う
n-

(
日
)

そ
れ
ゆ
え
、
「
想
像
力
に
よ
っ
て
、
我
々
は
現
実
に
そ
う
で
あ
る
者
以
上
の
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
。
や
や
敷
桁
す
る
と
、

人
間
は
ま
ず
過
去
と
現
在
の
経
験
か
ら
記
憶
(
ヨ

3
0き
を
得
る
。
こ
の
記
憶
が
集
積
し
、
観
念
が
生
ま
れ
る
。
想
像
力
と
は
こ
の
観
念
を

理
性
で
運
用
し
、
将
来
の
可
能
性
を
期
待
さ
せ
る
力
で
あ
り
、
ア
ダ
ム
ズ
に
あ
っ
て
は
想
像
力
と
い
う
能
力
と
野
心
と
い
う
衝
動
は
密
接
な

(
町
)

関
係
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
彼
を
勤
勉
な
ら
し
め
た
理
由
で
あ
る
。

一
七
五
九
年
の
彼
は
、
し
ば
し
ば
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

i
に
い
る
自
分
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
後
に
現
実
の
自
分
の
状

況
を
考
え
、
暗
潜
た
る
気
分
に
な
る
。
知
識
と
名
声
へ
の
関
心
と
、
軽
視
さ
れ
る
こ
と
へ
の
恐
れ
、
し
か
し
そ
れ
で
も
静
ま
ら
な
い
「
卓
越



(
四
四
)

へ
の
情
熱
」
。
こ
の
中
で
若
き
ア
ダ
ム
ズ
は
揺
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ウ

l
ス
タ
ー
で
の
生
活
は
ボ
ス
ト
ン
、
さ
ら
に
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
与

え
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
や
権
力
へ
の
道
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
が
、

ア
ダ
ム
ズ
は
想
像
力
を
奮
い
起
こ
し
、
野
心
を
燃

え
立
た
せ
て
後
に
彼
を
建
国
の
父
に
導
く
知
識
の
習
得
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。

で
は
、
才
能

(mgg)
と
は
何
か
。
そ
の
本
質
と
は
ア
ダ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
古
い
観
念
を
結
合
さ
せ
新
た
な
体
系
を
構
築
す
る

(ω) 

能
力
で
あ
る
。
こ
れ
が
よ
き
も
の
に
向
か
う
人
が
も
っ
偉
大
な
る
能
力
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
自
ず
か
ら
序
列
が
存
在
す
る
。

ま
ず
最
初
の
段
階
に
あ
る
の
は
、
機
械
的
な
才
能
(
ヨ
2
Z
E
g一
加
。
宮
田
)

で
あ
り
、
職
工
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
の
上
に
あ
る
の
が
、

偉
大
な
詩
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
才
能
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
上
な
の
が
、
科
学
的
才
能
で
あ
る
。
も
う
-
段
高
い
才
能
は
、
道
徳
的
才
能

(
B
O『
釦

-
m
n
E
凹ま)

で
あ
り
、
こ
れ
は
感
覚
玉
虫
豆
、
情
熱
(
吉
田

5
5、
理
性

(58=)、
想
像
力
(
言
お

E
Z
S
)
、
信
仰

(
E号
)
を
秩
序

だ
て
て
運
用
す
る
能
力
を
持
つ
人
の
才
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
才
能
は
ア
ダ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
ど
れ
も
私
的
生
活
に
お
い
て
発
揮
さ
れ

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

る
も
の
で
あ
る
。
彼
が
最
も
高
く
偉
大
な
才
能
と
し
た
の
は
、
偉
大
な
政
治
家
、
立
法
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
才
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
諸
々(ω) 

の
社
会
の
ル

l
ル
を
結
び
付
け
、
社
会
の
統
治
を
行
い
、
平
和
と
豊
か
さ
を
生
み
出
す
、
公
的
性
格
を
も
っ
た
最
高
の
才
能
の
形
態
で
あ
る
。

や
っ
か
い
な
の
が
名
声

(psm)
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
善
き
名
声
」
と
、
「
悪
し
き
名
声
」
と
が
存
在
す
る
。
ア
ダ

そ
し
て
、

ム
ズ
は
、
前
者
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
、

カ
ト
l
、
モ
ー
ル
ボ
ロ
ー
を
挙
げ
、
後
者
の
体
現
者
と
し
て
は
、

ベ
リ
ク
レ
ス
、

ア
ル
キ
ビ
ア

つ
ま
り
、
公
共
善
を
推
進
し
た
い
と
い
う
願
望
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
、
あ
る
偉
大

な
行
為
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
非
凡
な
才
能
の
活
動
を
通
し
て
達
成
さ
れ
た
も
の
が
、
善
き
名
声
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
簡
単
な
も
の
で
は

(

山

町

)

な
か
っ
た
。

一アス、

カ
エ
サ
ル
、

ク
ロ
ム
エ
ル
を
挙
げ
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
善
き
名
声
」
は
「
利
己
心
」
と
は
矛
盾
し
な
い
と
い
う
の
が
、
ア
ダ
ム
ズ
の
名
声
論
の
特
長
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
人
間

は
基
本
的
に
利
己
的
な
の
で
あ
り
、
こ
の
利
己
的
人
聞
が
「
善
き
名
声
」
の
人
と
な
る
か
、
「
悪
し
き
名
声
」
の
人
と
な
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ

北法56(4・21)1573 



説

で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
善
き
名
声
」

の
人
と
は
、
高
貴
で
善
き
も
の
で
正
し
い
も
の
そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
て
愛
す
る
が
ゆ
え
に
活

論

動
す
る
人
で
あ
る
。
こ
の
利
己
心
と
高
貴
さ
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
偉
大
で
愛
国
的
な
目
標
が
達
成
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

(
臼
)

え
ア
ダ
ム
ズ
は
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
次
の
言
葉
を
引
用
し
た
。

。
。
口
同
刊
百
回

M
E
P
B釦タ
no=ぉ
5
5同
〈

5
E再開同国・

名
声
を
蔑
む
こ
と
は
、
徳
を
蔑
む
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
名
声
と
は
他
者
の
是
認
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
の
で
、
善
き
名
声
を
追
求
す
る
場
合
も
当
然
、
そ
の
思
考
や
活
動
は

聴
衆
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
真
に
、
水
続
的
な
名
声
と
は
、
同
時
代
と
次
世
代
以
降
の
両
方
の
賢
明
な
人
々
に
是
認
戸

(
白
山
)

れ
る
こ
と
を
求
め
る
願
望
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
名
声
と
い
う
も
の
が
利
己
心
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

や
は
り
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
リ
ス
ク
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ア
ダ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
上
の
革
命
の
多
く
は
社
会
の
秩
序
を
乱
し
、
多
大
な
流
血
の
み
を
も
た
ら
し
た
に
す

ぎ
な
い
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
高
い
地
位
に
立
っ
て
い
た
人
々
で
さ
え
、
そ
の
多
く
は
嫉
妬
や
復
讐
心
を
克
服
で
き
ず
に

尊
大
な
心
の
ま
ま
軽
率
な
行
動
を
と
っ
た
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
特
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
は
、
民
衆
は

才
能
あ
る
人
の
野
心
に
簡
単
に
欺
か
れ
る
の
で
そ
の
危
険
は
さ
ら
に
増
大
す
る
。
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

l
マ
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
か
ら
、
我
々

の
ア
メ
リ
カ
の
タ
ウ
ン
の
粗
暴
な
雄
弁
家
に
い
た
る
ま
で
そ
う
だ
が
、
演
説
の
技
量
や
雄
弁
の
才
と
い
う
の
は
、
な
る
ほ
ど
説
得
す
る
の
に

は
上
手
に
使
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の
場
合
は
悪
賢
く
、
人
を
そ
そ
の
か
す
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。
」
つ
ま
り
才
能
と
い
、
つ

の
は
価
値
中
立
的
な
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
悪
し
き
名
声
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
野
心
と
才
能
あ
る

北法56(4・22)1574



(
似
)

人
々
の
卓
越
へ
の
情
熱
は
実
際
に
は
抑
え
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
善
き
目
的
と
善
き
手
段
を
厳
し
く
反
省
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
洞
察
は
実
は
、

ア
ダ
ム
ズ
自
身
の
反
省
の
結
果
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
日
記
に
お
い
て
ア
ダ
ム
ズ
は
、
自
ら
の
欠
点

を
責
め
、
そ
の
修
正
の
決
意
を
何
度
も
つ
づ
る
。
そ
し
て
、
厳
格
な
規
則
を
立
て
、
自
己
訓
練
に
没
頭
す
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
厳
格
さ

は
も
は
や
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
自
分
自
身
の
名
声
へ
の
願
望
に
も
と
ε

つ
い
て
、
自
ら
の
悪
徳
や
弱
さ
と
日
記
の
中

(
臼
)

で
向
か
い
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
ズ
の
想
像
の
先
に
は
、
才
能
の
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ

l
の
頂
点
で
あ
る
「
政
治
家
」

植
民
地
生
ま
れ
の
ア
ダ
ム
ズ
の
前
途
に
は
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
も
重
要
な
官
職
へ
の
道
に
一
番
近
い
の
が
法
律

家
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ア
ダ
ム
ズ
は
、
法
律
家
・
と
し
て
自
己
訓
練
に
励
む
こ
と
に
な
る
。
自
分
が
選
ん
だ
職
業
の
目
的

へ
の
道
が
あ
っ
た
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
北
米

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

に
到
達
す
る
の
に
最
も
安
全
で
近
い
道
を
い
く
最
良
の
手
段
と
は
何
か
。
こ
の
間
い
に
た
い
す
る
ア
ダ
ム
ズ
の
回
答
は
、

ノ、

ド

ワ

ク

で
あ
っ
た
。
職
業
生
活
の
さ
な
か
で
あ
っ
て
も
、

を
送
っ
た
。
倦
怠
感
に
襲
わ
れ
た
と
き
は
、

コ
モ
ン
・
ロ

1
、
民
法
、
政
治
哲
学
に
関
す
る
膨
大
な
書
物
を
読
破
し
、
書
き
抜
く
毎
日

(“) 

ア
ダ
ム
ズ
は
自
ら
を
次
の
よ
う
に
叱
り
つ
け
る
。

一
日
に
少
な
く
と
も
六
時
間
は
、
そ
の
心
を
法
律
書
と
法
の
理
論
に
集
中
さ
せ
よ
。

し
か
し
、
す
ぐ
に
ア
ダ
ム
ズ
は
、
偉
大
な
大
陸
法
学
者
や
哲
学
者
の
理
論
書
に
集
中
す
る
だ
け
で
は
す
ま
な
い
こ
と
を
悟
る
。
彼
が
職
業

と
し
て
実
際
に
処
理
し
て
い
た
の
は
、
隣
接
す
る
農
家
ど
う
し
の
暗
躍
沙
汰
の
訴
訟
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
仕
事
の
中
で
彼
は
自
分
が
い
か

北法56(4・23)1575



説

に
地
方
的
法
律
慣
習
の
細
部
に
無
知
で
あ
る
か
、
杜
会
を
知
ら
な
い
か
を
痛
感
し
た
。
自
ら
の
書
物
に
よ
る
学
習
を
完
全
な
ら
し
め
る
た
め

(
釘
)

に
は
、
現
実
社
会
の
事
情
に
精
通
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
ア
ダ
ム
ズ
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
彼
は
毎
日
書
物
に
向
か
い
勉
学
す
る
こ

論

と
は
継
続
し
つ
つ
も
、
地
方
の
居
酒
屋
、
市
場
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
顔
を
出
し
、
人
々
を
細
か
く
観
察
し
、
そ
の
表
情
や
言
動
の
背

後
に
あ
る
人
間
の
本
性
を
探
ろ
う
と
努
め
た
。

一
七
五
八
年
ま
で
に
は
、

日
記
の
機
能
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
彼
の
日
記
の

主
要
な
目
的
は
、
自
分
自
身
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
か
ら
、
周
囲
の
人
々
の
意
見
、
利
害
、
情
念
に
つ
い
て
の
記
録
が

(
m
m
)
 

増
え
て
い
く
。

こ
う
し
た
ア
ダ
ム
ズ
の
精
神
的
な
発
展
史
は
、
北
米
植
民
地
の
独
自
性
の
発
展
と
期
を
一
に
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
な
か
で
ア
メ

ア
ダ
ム
ズ
以
外
の
野
心
と
才
能
あ
る
人
々
に
と
っ
て
も
次
第
に
自
分
た
ち
の
将
来
へ
の
暗
雲
と
し
て
意
識

リ
カ
が
置
か
れ
て
い
た
現
状
が
、

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
し
て
一
七
五
五
年
か
ら
六
三
年
の
フ
レ
ン
チ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス

帝
国
の
一
員
と
し
て
戦
っ
た
自
分
た
ち
が
、
実
際
に
は
帝
国
全
体
の
中
で
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
に
従
い
、
ぞ

れ
は
耐
え
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
統
治
方
針
と
北
米
植
民
地
の
意
識
と
の
聞
の
溝
が
、
フ
レ
ン
チ
・
ア
ン
ド
・

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
終
結
に
よ
っ
て
、
露
見
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

北法56(4・24)1576 
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ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 
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お
)
者
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E弘一
M
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幻
)
切

E
8
5同
E
n
E
F
-
E
J
M
1宮
町
ロ
之
な

h
H
U
Sミ
ミ
'E言
、
A
a
b君
子
汁

M
斗

(
お
)
「
哲
学
・
思
想
辞
典
』
(
岩
波
書
応
、
一
九
九
八
年
)
、
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
」
該
当
項
目
を
参
照
。

(
却
)
〉

g
n
E
B
Z
ュS
F
Z
E
R
O
E
n
z
oロヘ

-gこ
そ
司
、
宮
ミ
'
、
s
b
H
E
2
h
E
-
n
q
b
(
Z
n
tぞ
出

血

〈

g
e
-
温
3
・
5
L
V
E
-

(刊

)
Z
E
U三
O
F
M
S
F同S
H
U
E
Z
a
O
Rミ
ミ
ミ
。
ミ
句
言
ミ

hhphギ
告
q
h
R
『
也
、
、
尽
き
九
円
リ
き
ら
え
尽
き
え
き
ミ
2
9
0
E
o
p
コ凶∞

)azo-

(
H
U
)

森
本
あ
ん
り
「
ジ
ヨ
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ド
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ア
メ
リ
カ
の
理
念
」
「
ア
メ
リ
カ
研
究
』
二

O
O
四
年
三
八
号
、
四
人
頁
。

(
位
)
白
血
旨
巴
町
一
関
口
C

同室
0
5
8
p
ミ
ロ
ヨ
ミ
九
円
リ
ミ
E
h
E
Z
H
E
F同
町
て
き
尽
き
忌
門
リ
司
ミ
z
ミ
コ
n
g】
Fコ
向
田
加

me
玄白出国・・

3
凶A3
・出品・

(
刊
)
ペ
リ
l
・
ミ
ラ
l
は
、
「
教
皇
制
支
持
を
別
に
す
れ
ば
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
ス
コ
ラ
主
義
者
で
あ
っ
た
」
と
い
て
い
る
と
い
う
。
森
本
、
四
九
頁
。

(
必
)
先
進
地
域
と
歴
史
的
経
緯
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
後
進
地
域
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
奇
妙
な
混
在
が
あ
り
得
る
。
つ
ま
り
、
先
進
地
域
に

お
い
て
対
立
関
係
で
あ
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
克
服
さ
れ
る
対
象
と
克
服
を
目
指
す
存
在
と
が
混
交
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
五
世
紀
な

か
ば
の
古
典
主
義
復
興
の
場
で
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
絵
画
・
彫
刻
・
建
築
は
姿
を
消
し
て
い
く
が
、
ア
ル

プ
ス
の
北
側
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
古
典
主
義
は
「
イ
タ
リ
ア
的
様
式
」
と
し
て
流
入
し
、
そ
の
た
め
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
は
克
服
さ
れ

る
対
象
と
は
な
ら
ず
に
残
り
、
古
典
主
義
と
並
存
し
、
さ
ら
に
混
交
し
た
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ス
ト
ン
編
樺
山
紘
一
監
訳
「
ル
ネ
サ
ン
ス

百
科
事
典
』
(
三
省
堂
、
一
九
九
八
年
)
、
二
七
二
|
七
三
頁
。

対
立
の
歴
史
的
経
緯
を
同
じ
く
し
な
い
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
に
拒
絶
反
応
を
必
ず
し
も
示
さ
な
い
と
い
う
の
は

不
自
然
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
宗
教
改
革
に
お
け
る
最
も
激
し
い
戦
い
を
経
験
し
て
い
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
い
ざ
独
自
の
教
会
を
構

成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
そ
れ
ま
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ル
タ

l
の
右
腕
で
あ
っ
た

メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
は
、
そ
の
神
学
を
驚
く
ほ
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
と
類
似
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
研
究
が
邦
語

で
は
最
も
分
り
や
す
い
。
有
賀
弘
「
宗
教
改
革
と
ド
イ
ツ
政
治
思
想
」
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
)
、
八
一

l

一
三
八
頁
。

(日
)
E
u
p・
7
凶∞・

(刊

)
Z
u
p
T
凶
?
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第
二
章

イ
ギ
リ
ス
帝
国
論
か
ら
み
た
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
抵
抗
の
論
理

第
一
節

植
民
地
統
治
体
制
の
変
化
と
植
民
地
議
会
の
自
立

イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
北
米
植
民
地
統
治
体
制
は
、

見
た
場
合
に
は
、
初
期
の
入
植
・
王
領
化
か
ら
一
七
六
三
年
の
七
年
戦
争
(
フ
レ
ン
チ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
)

一
六
O
年
以
上
に
わ
た
り
様
々
な
変
遷
を
と
げ
て
き
た
。
こ
の
変
遷
を
北
米
植
民
地
か
ら

の
終
結
ま
で
と
、

一
七
六
三
年
か
ら
一
七
七
六
年
の
独
立
宣
言
ま
で
の
二
つ
の
期
間
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
米
植
民
地
人
を
反
英
抗
争
に
駆
り
立
て
た

の
は
、

一
七
六
三
年
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
の
北
米
植
民
地
統
治
政
策
の
変
化
で
あ
っ
た
。

で
は
こ
の
一
七
六
三
年
に
終
罵
し
た
、
そ
れ
ま
で
の

植
民
地
統
治
体
制
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
期
間
、
北
米
植
民
地
人
は
概
し
て
自
ら
を
「
イ
ギ
リ
ス
人
」
と
し
て
イ

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

ギ
リ
ス
の
権
威
に
服
す
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
革
命
が
、
「
本
来
の
状
態
の
回
復
」
を
目
指
す
、
古
め
か
し
い
「
革
命
」
で

(
l
)
 

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
回
復
す
べ
き
状
態
と
は
こ
の
一
七
六
三
年
以
前
の
植
民
地
統
治
体
制
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
「
イ
ギ
リ
ス
人
の
自
由
」
と
し
て
北
米
植
民
地
人
が
認
識
し
て
き
た
も
の
と
は
一
七
六
三
年
以
前
の
北
米
植
民
地
統
治
体
制
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
期
間
の
イ
ギ
リ
ス
領
北
ア
メ
リ
カ
の
所
有
者
は
イ
ギ
リ
ス
国
主
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
そ
の
国
王
の
植
民
地
行
政
を
決
定
す
る
の
は

つ
ま
り
は
「
枢
密
院
に
お
け
る
国
王

(
E
a
s
Eミ
g
E
Z
)
」
が
北
米
植
民
地
の
主
権
者
で
あ
っ
た
。

枢
密
院
(
宝
石

BEn--)
で
あ
り
、

枢
密
院
は
政
策
決
定
お
よ
び
そ
の
執
行
を
指
示
し
、
各
植
民
地
議
会
を
通
過
し
た
立
法
を
審
査
し
た
。
ま
た
一
方
で
植
民
地
人
に
と
っ
て
は
、

枢
密
院
と
い
う
の
は
訴
訟
に
お
け
る
最
終
機
関
、
あ
る
種
の
最
高
裁
判
所
と
し
て
、
司
法
的
役
割
を
も
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
北

北i去56(4・29)1581



説

米
植
民
地
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
植
民
地
の
基
本
法
で
あ
る
特
許
状

(nFEq)
、
総
督
へ
の
訓
令
の
発
効
元
で
も
あ
っ
た
こ

(2) 

と
で
あ
る
。

'-:0}').. 

ii岡

こ
の
枢
密
院
の
も
と
に
は
、
商
務
院
(
切
ORι

色
、
『
『
包
刊
・
一
六
九
六
年
設
置
)
が
お
か
れ
、
植
民
地
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
報
告
書
の
作

成
、
政
策
の
提
言
を
行
っ
て
い
た
。
商
務
院
は
も
と
も
と
航
海
法
の
実
施
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
が
、
植
民
地
統
治
に
お
い
て

は
強
力
な
行
政
機
関
と
し
て
存
在
し
た
時
期
と
、
情
報
収
集
機
関
と
し
て
の
み
機
能
し
た
時
期
が
あ
る
。
な
か
で
も
、

一
七
四
八
年
の
ハ
リ

フ
ァ
ッ
ク
ス
伯
爵
が
商
務
院
総
裁
を
つ
と
め
た
時
期
は
活
発
な
動
き
を
見
せ
、
商
務
院
は
内
閣
の
一
角
を
構
成
し
た
。

内
閣
は
一
八
世
紀
ま
で
に
は
、
国
王
を
補
佐
す
る
機
関
と
し
て
成
長
を
と
げ
て
い
た
。
そ
の
内
閣
に
お
い
て
商
務
院
と
植
民
地
行
政
を
分

掌
し
た
の
は
、
南
国
務
省

3
2
5
g々
。

Z
E
m
雪
印
。
三
宮
2
0
8宣
言
。
口
同
)
で
あ
る
。
南
国
務
省
は
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
外
交
お
よ
び
、

ル
ラ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
の
諸
植
民
地
の
問
題
を
扱
う
担
当
省
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
植
民
地
問
題
は
、
こ
の
南
国
務
省
と
商
務
院
が
直
接
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

一
七
六
八
年
に
な
る
と
植
民
地
省
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
両
者
の
役
割
を
引
き
継
ぎ
、
特
に
独
立
戦
争
に
お
い

て
は
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
が
、

(
3
)
 

る。

一
七
六
ゴ
一
年
以
前
の
北
米
植
民
地
統
治
体
制
の
主
役
は
、
商
務
院
と
南
国
務
省
で
あ

植
民
地
に
お
け
る
密
輸
と
税
関
取
締
り
の
た
め
の
出
先
機
関
は
、
海
軍
省
の
も
と
に
あ
る
副
海
事
裁
判
所
で
あ
っ
た
。
後
に
こ
の
副
海
事

裁
判
所
の
裁
判
機
能
が
強
化
さ
れ
た
と
き
「
コ
モ
ン
・
ロ

l
」
、
「
イ
ギ
リ
ス
人
の
自
由
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
ら
は

こ
の
機
関
を
問
題
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
機
関
は
一
七
六
三
年
以
前
の
植
民
地
統
治
体
制
下
に
あ
っ
て
は
、
「
有
益
な
る
台
一

(
4
)
 

慢
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
あ
ま
り
厳
し
い
活
動
を
し
て
い
な
い
。

一
方
北
米
植
民
地
に
は
、
国
王
に
任
命
さ
れ
た
総
督
(
加
。
ぉ
ョ
。
『
)
が
赴
き
、
国
王
の
代
理
人
と
し
て
植
民
地
で
の
行
政
を
担
い
、
立
法

府
と
し
て
は
上
院
的
存
在
と
し
て
「
評
議
会
」
が
、
下
院
的
存
在
と
し
て
「
植
民
地
議
会
」
が
置
か
れ
て
い
た
。
評
議
会
員
は
国
王
に
任
命

jヒi去56(4.30)1582
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さ
れ
た
人
々
よ
り
な
る
が
、
そ
の
構
成
は
植
民
地
人
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
植
民
地
議
会
は
植
民
地
人
か
ら
投
票
で
選
ば
れ
た
人
々

(5) 

が
議
院
を
構
成
し
て
い
た
。

で
は
、
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
議
会
(
宮
ユ
3
2
2円
)
は
植
民
地
政
策
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
国
議
会
は
航
海
法
の
制
定
以
降
植
民
地
の
海
運
と
貿
易
に
関
し
て
は
政
策
決
定
に
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
基
本
的
に
は
植
民
地
は
国
王

の
所
有
物
で
あ
り
、
本
国
議
会
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
統
治
に
も
っ
ぱ
ら
関
心
を
集
中
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
北
米
植
民
地
側

か
ら
見
る
な
ら
ば
、
植
民
地
と
国
王
の
間
の
関
係
は
特
許
状

(nE『E)
で
結
ぼ
れ
た
独
自
の
関
係
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
本
国
議
会
は
い
わ

(6) 

ば
、
部
外
者

(
2
5
=加
担
『
)
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
北
米
植
民
地
の
人
々
の
感
覚
で
は
、
自
分
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
下
で
独
自
の
議
会
を

有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

」
う
し
た
北
米
植
民
地
人
の
経
験
は
、

一
七
六
三
年
以
降
本
国
議
会
が
植
民
地
政
策
に
お
い
て
自
己
主
張
を
強
め
た
と
き
重
大
な
意
味
を

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

つ
ま
り
一
七
六
三
年
以
前
の
植
民
地
統
治
体
制
が
、
後
に
反
英
抗
争
の
指
導
者
た
ち
が
主
張
す
る
、
「
同
じ
国
王
を
戴

(
7
)
 

く
、
対
等
な
議
会
」
、
「
同
君
連
合
」
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
連
邦
と
い
う
考
え
方
の
歴
史
的
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。

持
つ
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
北
米
植
民
地
は
紛
れ
も
な
く
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ
り
、
こ
う
し
た
植
民
地
人
の
認
識
は
法
的
根
拠
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
た
慣
習
は
す
で
に
一
種
の
「
政
治
的
伝
統
」
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
植

民
地
統
治
体
制
」
と
い
っ
て
も
そ
の
規
制
は
緩
や
か
な
も
の
で
あ
り
、
本
国
に
よ
る
北
米
植
民
地
統
治
は
、
事
実
上
植
民
地
人
の
同
意
に
基

づ
く
も
の
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
人
に
と
っ
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
!
と
は
、
「
特
許
状

(nzEq)
」
と
い
う
「
文
書
」
に

の
権
利
で
あ
り
、
「
同
意
」
の
原
別
で
あ
り
、
「
国
王
に
た
い
す
る
」
義
務
で
あ
り
、
英
本
国
議
会
と
の
「
対

北法56(4・31)1583 

よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
「
自
治
」

(
8
)
 

等
な
関
係
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
北
米
植
民
地
人
の
イ
ギ
リ
ス
連
邦
理
解
と
は
別
に
、

イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
い
て
は
独
自
の
動
き
が
進
行
し
て
い
た
。



説

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
入
植
し
た
「
イ
ギ
リ
ス
人
」
た
ち
が
、
独
自
の
慣
習
を
形
成
し
て
い
る
聞
に
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
は
別
の
政
治

つ
ま
り
、

的
伝
統
が
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
に
よ
っ
て
一
六
四
九
年
五
月
一
九
日
に
通
過
し
た
「
共
和
政

一宮h.
嗣岡

宣
言
」
に
始
ま
る
。
「
共
和
政
宣
言
」
は
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

現
在
の
議
会
(
司
邑

z
s
g同
)
お
よ
び
そ
の
権
威
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
英
国
お
よ
び
す
べ
て
の
英
国
の
支
配
領
域

に
住
む
人
々
は
、

一
つ
の
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
と
フ
リ
l
・
ス
テ
イ
ト
を
構
成
し
、
創
造
し
、
確
立
し
、
主
張
す
る
。
そ
し
て
今
後
は
国
王
や
貴
族
で

は
な
く
、
こ
の
ネ
イ
シ
ヨ
ン
の
至
上
の
権
威
で
あ
る
議
会
に
お
け
る
人
民
の
代
表
と
人
民
の
善
の
た
め
に
任
命
さ
れ
た
官
吏
や
大
臣
に
よ
っ
て
統
治

(9) 

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
共
和
政
宣
言
は
二
ハ
六

O
年
の
王
政
復
古
に
よ
り
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
即
位
す
る
こ
と
に
よ
り
消
滅
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
主

権
の
流
れ
は
こ
の
と
き
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
一
六
八
八
年
の
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
、
議
会
の
権
限
は
本
格
的
に
増

大
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
は
国
王
の
立
法
(
主
に
課
税
案
件
)
を
コ
モ
ン
・
ロ

l
の
観
点
か
ら
審
査
す
る
司
法
的
機
関
で
あ
っ
た
議

会
は
、
自
ら
本
格
的
な
立
法
機
関
へ
と
成
長
を
と
げ
る
。
し
か
も
、
も
と
も
と
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
判
定
す
る
議
会
が
、
立
法
府
と
し
て
の

存
在
感
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
の
立
法
が
す
な
わ
ち
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
あ
る
と
い
う
慣
行
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
流
れ
は
き
わ
め
て
緩
や
か
に
進
行
し
た
の
で
、
北
米
植
民
地
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
が
去
っ
た
北
米
植
民
地
の
統
治
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
議
会
が
乗
り
出
し
た
L
r

し
か
し
一
七
六
三
年
に
七
年
戦
争
が
終
了
し
、

き
、
こ
の
大
西
洋
両
岸
の
認
識
の
違
い
が
深
刻
な
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
。

七
年
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
カ
ナ
ダ
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
を
獲
得
し
、

ス
ペ
イ
ン
か
ら
フ
ロ
リ
ダ
を
獲
得
す
為
。
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こ
の
新
領
地
を
統
治
す
る
た
め
に
は
新
た
な
費
用
を
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
長
い
戦
争
直
後
の
英
国
に
は
そ
れ
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。
ま
た
新
た
に
獲
得
し
た
新
領
地
に
す
む
フ
ラ
ン
ス
側
に
立
っ
て
い
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
存
在
も
懸
念
材
料
で
あ
り
、
軍
隊
の
増

派
が
必
要
と
感
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
費
用
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
は
植
民
地
統
治
の
費
用
の
一
部
を
植
民
地
に
負
担

一
七
六
五
年
に
印
紙
税
法
を
通

さ
せ
る
方
針
を
た
て
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
一
七
六
四
年
に
ア
メ
リ
カ
歳
入
法
(
砂
糖
法
)
、

(
凶
)

過
さ
せ
て
税
収
の
増
加
を
目
指
し
た
。

一
方
、
北
米
植
民
地
側
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
北
米
大
陸
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
へ
の

軍
事
的
依
存
か
ら
の
解
放
を
意
味
し
て
い
た
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
統
制
は
も
う
必
要
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
感
覚
で
あ
っ
た
。
フ

ラ
ン
ス
の
脅
威
が
あ
れ
ば
こ
そ
様
々
な
負
担
を
受
容
で
き
た
の
で
あ
り
、
脅
威
が
去
っ
て
か
ら
課
税
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
が
ま
る
で
理
解
で

き
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
七
年
戦
争
後
の
一
連
の
課
税
立
法
に
た
い
す
る
植
民
地
側
の
反
発
は
日
増
し
に
増
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
一

連
の
課
税
立
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
内
で
の
通
商
貿
易
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
歳
入
を
増
や
す
た
め
に
植
民
地
内
に
課
税
し
た
点
に

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
性
格
が
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
新
し
い
課
税
は
、
課
税
さ
れ
る
当
事
者
で
あ
る
植
民
地
人
の
同
意
を
得
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
植
民
地
人
の
反
発
の
根
拠
と
な
っ
た
「
代
表
な
け
れ
ば
課
税
な
し
」
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
る
、
大
西
洋
両
岸
の
対
立
に
つ
い
て
の

踏
み
込
ん
だ
分
析
は
次
節
に
譲
る
と
し
て
、
本
節
で
は
こ
の
時
期
に
北
米
植
民
地
と
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
対
立
を
決
定
づ
け
た
「
宣
言
法
」
に

つ
い
て
考
察
を
し
て
お
き
た
い
。

一
連
の
課
税
立
法
に
た
い
す
る
予
想
を
上
回
る
北
米
植
民
地
側
の
激
し
い
反
対
運
動
に
直
面
し
た
イ
ギ
リ
ス
本
国
は
、
印
紙
税
法
を
推
進

北法56(4・33)1585

し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
レ
ン
ヴ
イ
ル
内
閣
に
か
わ
っ
て
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
侯
爵
を
指
導
者
と
す
る
内
閣
が
成
立
し
た
の
を
期
に
、

一
七
六
六
年

月
に
同
法
を
撤
回
し
た
。
そ
し
て
そ
の
撤
回
と
同
時
に
以
下
の
よ
う
な
「
一
七
六
六
年
の
宣
言
法

B
E
g
s
q
〉

2
0ご
斗
ま
)
」
を
制
定
し

た。



説

最
近
、
陛
下
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
諸
代
議
員
は
、
違
法
に
も
彼
ら
自
身
が
又
は
植
民
地
議
会
が
各
自
の
植
民
地
に
お
け
る
陛
下
の
臣
民

に
対
し
課
税
専
権
を
有
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
こ
の
主
張
に
基
づ
い
て
、
国
会
の
立
法
権
を
投
損
し
且
つ
大
英
国
の
国
王
に
対
す
る
該
植

前命

民
地
の
従
属
に
抵
触
す
る
表
決
、
決
議
及
、
び
命
令
を
可
決
し
た
る
を
も
っ
て
・
・
・
・
こ
こ
に
・
・
・
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
前
記
植
民
地
は
大
英

帝
国
の
国
王
及
び
国
会
に
対
し
従
来
も
従
属
し
て
き
、
現
に
従
属
し
て
お
り
且
つ
巧
然
に
従
属
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
、
陛
下
は
国
会
内
の
貴
族
院

及
び
庶
民
院
の
協
賛
を
経
て
、
大
英
国
国
王
の
臣
下
た
る
ア
メ
リ
カ
の
楠
民
地
及
び
人
民
を
、

い
か
な
る
場
合
に
も
拘
束
す
る
、
充
分
な
る
強
制
力

と
効
力
と
を
有
す
る
法
律
を
制
定
す
る
完
全
な
る
権
限
を
、
従
来
有
し
て
き
、
現
に
有
し
て
お
り
且
つ
当
然
に
有
す
べ
き
こ
と
と
を
宣
一
一
一
目
す
る
。

二
、
さ
ら
に
、
前
記
の
如
き
法
律
を
制
定
す
る
国
会
の
権
限
を
否
認
し
、
あ
る
い
は
問
題
と
し
た
上
記
諸
植
民
地
に
お
け
る
一
切
の
決
議
、
表
決
、

命
令
及
び
議
事
は
す
べ
て
の
目
的
に
対
し
全
く
無
効
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
前
項
の
権
限
に
基
づ
い
て
そ
の
無
効
た
る
こ
と
を
宣
言
す
る

(
日
)

も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
宣
言
法
」
に
示
さ
れ
た
英
国
議
会
の
英
国
国
制
(
内
S
S
E
E
S
)
に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
植
民
地
人
の
見
解
と
真
つ

向
か
ら
対
立
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
は
英
国
議
会
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
お
い
て
主
権
を
有
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
立
法
は
植

民
地
を
一
方
的
に
拘
束
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
王
も
ま
た
貴
族
院
、
庶
民
院
と
同
様
に
英
国
議
会
に
属
す
る
存
在
で
あ
る

(
F
a
z
E
H
-
5・

ヨ
g
円
)
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
た
。
以
後
、
一
七
七
四
年
ま
で
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
北
米
植
民
地
の
対
立
は
本
国
議
会
の
立
法
に
対
す
る

植
民
地
人
の
抗
争
と
い
う
形
で
展
開
し
、
そ
の
英
国
国
制
に
つ
い
て
の
理
解
の
違
い
に
よ
っ
て
、
次
第
に
、
武
力
衝
突
、
独
立
宣
言
へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
英
国
国
制
を
め
ぐ
る
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
側
と
ア
メ
リ
カ
側
の
理
解
の
違
い
を
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
を

中
心
に
論
じ
て
み
た
い
。

jヒ法56(4・34)1586 



第
二
節

英
国
国
制
を
め
ぐ
る
帝
国
論
争
と
反
英
抗
争
理
論
の
形
成

ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
た
い
す
る
抗
議
を
終
始
憲
法
的
な

(
8
5長
ESE-)
観
点
か
ら
進
め
て
い
っ
た
。
そ
こ
か
ら
彼

は
一
七
六
三
年
か
ら
一
七
七
四
年
の
聞
に
発
布
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
対
植
民
地
諸
立
法
の
う
ち
、

2
日
二
百
口
法
」
こ
そ
が
植
民
地
人
の
自

由
に
た
い
す
る
最
大
の
脅
威
だ
と
考
え
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
宣
言
法
」
が
持
つ
立
憲
的
意
味
の
重
大
性
は
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

必
ず
し
も
自
明
で
は
な
か
っ
た
。
植
民
地
人
の
多
く
は
、
印
紙
税
法
が
撤
回
さ
れ
当
面
の
脅
威
が
去
っ
た
こ
と
に
満
足
し
、
そ
の
時
点
で
は

平
静
を
取
り
戻
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
も
、
そ
の
直
後
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
を
通
過
し
た
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
歳
入
法
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち

五の
年置
にか
はれ
、て
?し、
守る
お状
法仰
と山
~，の
山'-
fヰ J木
k!O古H

j主11
5主
い辰

之干

支3
% .; 

表止
し1 な
る

ア
ダ
ム
ズ
は
、
す
で
に
一
七
六
三
年
の
時
点
で
こ
の
こ
と
に
気
づ
き
一
七
六

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
「
ブ
レ
イ
ン
ト
リ

i
訓
令
書
」
の
中
で
、
イ

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

ギ
リ
ス
帝
国
内
に
お
け
る
北
米
植
民
地
の
憲
法
的
地
位
に
関
し
、
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
本
節
で
は
こ
れ
ら
の
諸
説
を
ふ
ま
え
て
、
ア
ダ

ム
ズ
が
後
に
ま
と
め
た
、
『
ノ
ヴ
ァ
ン
グ
ラ
ス
』
を
中
心
に
、
彼
の
反
英
抗
争
指
導
と
革
命
理
論
の
形
成
の
た
め
の
出
発
点
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
す
る
。

一
七
七
五
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ノ
ヴ
ァ
ン
グ
ラ
ス
』
は
、
帝
国
と
し
て
の
英
国
国
制
の
起
源
、
性
質
、
そ
の
管
轄
領
域
を
体
系
的
に
描
く

(ロ)

こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
け
る
論
点
は
四
つ
あ
る
。
第
一
に
「
イ
ギ
リ
ス
本
国
議
会
の
権
威
は
す
べ
て
の
場
合
に
植
民
地
に

及
ぶ
か
」
。
第
二
に
「
植
民
地
は
誰
に
た
い
し
て
忠
誠
義
務
を
負
う
か
」
、
と
く
に
こ
の
場
合
で
は
、
王
権

(005M)
・
国
王
(
巴
口
問
)
に
か
、

北法56(4・35)1587

王
国
(
司

g
E
)
・
議
会

(Eュ5
5
2
5

に
か
の
ど
ち
ら
か
。
第
三
一
に
英
国
国
制
を
変
質
さ
せ
た
責
任
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
議
会
に
あ
る
の
か

北
米
植
民
地
に
あ
る
の
か
。
そ
し
て
第
四
に
一
六
八
八
年
の
革
命
に
お
け
る
合
意
は
、

は
た
し
て
ア
メ
リ
カ
に
も
適
用
で
き
る
の
か
否
か
で



説

あ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
、
第
二
、
第
二
一
の
諸
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
た
い
す
る
異
議
申
し
立
て
と
い
う
意
味
あ
い
が
強
い
が
、
し
か
し
、

第
四
に
つ
い
て
は
、
異
議
・
申
し
立
て
を
明
ら
か
に
超
え
る
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
四
点
め
に
つ
い
て
は
、

論

イ
ギ
リ
ス
本
国
に
た
い
す
る
「
抵
抗
」
と
い
っ
た
レ
ヴ
ェ
ル
を
超
え
た
ネ
イ
シ
ヨ
ン
と
し
て
相
容
れ
な
い
立
場
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
本
章
に
お
い
て
は
、
第
一
、
第
二
、
第
一
二
の
点
に
つ
い
て
の
ア
ダ
ム
ズ
の
主
張
を
検
討
し
、
第
四
の
論
点
に
つ
い
て
は
次
章
に
ゆ

だ
ね
る
こ
と
と
す
る
。

『
ノ
ヴ
ァ
ン
グ
ラ
ス
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
側
の
英
国
国
制
理
解
に
た
い
す
る
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
。

ア
ダ
ム
ズ
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
側

の
主
張
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
ダ
ニ
エ
ル
・
レ
オ
ナ
ル
ド

(
U
S
E
C
S
R
a
)
の
見
解
を
あ
げ
、
こ
れ
に
反
論
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ

(
日
)

て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
レ
オ
ナ
ル
ド
の
主
張
を
検
討
し
て
み
た
い
。

レ
オ
ナ
ル
ド
は
、
英
国
と
北
米
植
民
地
の
関
係
に
つ
い
て
一
つ
の
有
力
な
歴
史
認
識
を
展
開
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
北
米
植
民
地
は

歴
史
上
常
に
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
ス
テ
イ
ト
と
帝
国
(
切
ユ
宮
島

E
8
2含
ヨ
百
四
)
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、

一
つ
の
ネ
イ
シ
ヨ
ン

(
E
Eロ
)
が
、
あ
る
遠
く
の
カ
ン
ト
リ
ー

(
g
z
E々

)
を
所
有
し
、
そ
こ
に
人
を
住
ま
わ
せ
た
と
き
、
そ
の
カ
ン
ト
リ
ー

は
、
た
と
え
そ
の
ネ
イ
シ
ヨ
ン
の
本
土
(
司
ユ
ロ
n
F
3
-
g
g
Z
2
F
5
2
5
や
本
国

(
5
0吾
2
8
5門
司
)
か
ら
離
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
当
然
に
そ
の
ス

(
H
H
)
 

テ
イ
ト
の
一
部
と
な
る
。

そ
し
て
、

レ
オ
ナ
ル
ド
は
、
帝
国
の
一
部
で
あ
る
ウ
エ
|
ル
ズ
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
、
現
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
権
威
に
従
っ
て
い
る
事
実

を
挙
げ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
地
域
が
、
実
際
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
代
表
を
送
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
は
、
彼
ら
が
議
会
に
代
表
さ
れ
得
て
い

る
か
ど
う
か
に
は
関
係
な
い
と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
北
米
植
民
地
も
こ
れ
ら
の
地
域
と
ま
っ
た
く
同
様
な
立
場
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
米

」ヒ法56(4・36)1588



植
民
地
も
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
権
威
に
当
然
服
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
他
の
植
民
地
と

同
様
に
議
会
に
代
表
を
送
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
は
、

(
日
)

い
う
わ
け
で
あ
る
。

北
米
植
民
地
が
議
会
で
代
表
さ
れ
得
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
、

何
の
関
係
も
な
い
と

こ
の
主
張
の
背
後
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
形
成
さ
れ
た
代
表
(
円
相
官

g
g
E
B
)
の
本
質
を
め
ぐ
る
重
要
な
政
治
理
論
が
潜
ん
で
い
る
。
す

な
わ
ち
、
実
質
的
代
表
(
〈
E
E
-
B
Y
2
2
E
F
Oロ)
の
理
論
で
あ
る
。
か
つ
て
、
印
紙
税
法
に
た
い
す
る
猛
烈
な
抗
議
の
さ
な
か
、
植
民
地
人

は
「
代
表
無
け
れ
ば
課
税
さ
れ
ず
」
と
し
て
、
自
ら
が
代
表
を
送
っ
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
お
い
て
通
過
し
た
印
紙
税
法
の
適
用
を
拒

否
し
た
。
実
質
的
代
表
の
理
念
は
、
こ
う
し
た
植
民
地
側
の
動
向
に
た
い
し
て
、
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
張
は
次
の
よ
う
な
も
の

(
日
)

で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
確
か
に
北
米
植
民
地
は
庶
民
院

(
Z
E∞
m
a
pヨ
ョ
。
ロ
)
の
代
表
を
選
ぶ
わ
け
で
は
な
い
が
、
疑
い
も
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
一

部
で
あ
り
、
選
挙
に
お
け
る
発
言
権
は
な
く
と
も
、
プ
リ
テ
ン
に
住
ん
で
い
る
人
々
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
お
い
て
代
表

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
庶
民
院
に
代
表
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
そ
こ
に
は
、
当
然
に
選
挙
が
付
随
し
て
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
い
て
も
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
や
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
な
ど
、
選
挙
権
を
持
た
な
い
地
域
は
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
彼

ら
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
無
い
し
、
税
も
負
担
し
て
い
る
。
植
民
地
人
は
こ
れ
ら
の
、
選
挙
を
通
し
て
代
表
者
を
イ
ギ
リ

ス
議
会
に
送
っ
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
人
と
同
じ
立
場
な
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

エ
ド
マ
ン
ド
・
パ

l
ク

(
E
E
E
E
回

E央
町
)
に
よ
れ
ば
、
議
会
と
は
非
友
好
的
な
利
益
を
も
っ
「
大
使
」
た
ち
の
「
コ
ン
グ
レ
ス

(
向
。
口
開
，

a
g
)
」
で
は
な
く
、
一
つ
の
国
民
が
何
が
国
民
の
た
め
に
善
で
あ
る
か
を
審
議
す
る
「
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
l

(
口
)

ぅ
。
こ
の
実
質
的
代
表
の
論
議
を
支
え
て
い
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
様
々
な
立
場
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
根
本
的
に
共
通
の
利
益
に
よ

目
出
回
目

E
Z
可
)
」
な
の
で
あ
る
と
い

っ
て
結
ば
れ
、
本
質
的
に
一
つ
の
統
一
的
秩
序
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
仮
定
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
単
一
の
国
民
と
し
て
の
イ
ギ

北i去56(4・37)1589 



説

(
路
)

リ
ス
と
い
う
観
念
が
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
レ
オ
ナ
ル
ド
は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
説
明
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
み
、
理
論
的
に
み
て
も
植
民
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
「
主
権
'

~h. 

"岡

の
も
と
に
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
説
く
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
ス
テ
イ
ト
内
に
、
.
一
つ
の
独
立
し
た
至
上
の
権
威
は
存
在
し
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
国
家
内
の
国
家
(
宮
古

E
B
E
E司
20)
な
ど
は
論
理
矛
盾
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
北
米
植
民
地
が
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
一
部

を
な
す
な
ら
ば
、
当
然
そ
の
至
上
の
権
威
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
植
民
地
が
そ
れ
自
身
の
議
会
を
も
っ
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
り
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
レ
オ
ナ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
考

え
方
こ
そ
が
国
制
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
理
解
で
あ
り
、
そ
れ
を
否
定
す
る
考
え
方
は
ま
さ
に
国
制
に
と
っ
て
新
奇
な
も
の
な
S
包

Z
E
E

(
川
口
)

5
5
g
z
oロ
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
国
制
理
解
を
正
当
化
す
る
論
拠
と
し
て
、

レ
オ
ナ
ル
ド
は
名
誉
革
命
論
を
展
開
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
名
誉
革
命

を
経
て
「
国
王
」

の
性
格
は
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
国
王
の
地
位
は
、
か
つ
て
の
独
立
し
た
専
制
権
力
か
ら
、
社
会
の
一
階
級
と
し

て
イ
ギ
リ
ス
の
混
合
的
国
制

(
E
H
a
8
2
5
5
=
)
に
調
和
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
英
国
議
会
内
の
国
王
昔
話
三

同

V
R
-
5
5
2門
)
」
で
あ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
「
英
国
議
会
内
の
国
王
」
へ
の
忠
誠
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
名
誉
革
命
の
精
神
を
否
定
す
る
ご

と
を
意
味
す
る
。
仮
に
北
米
植
民
地
人
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
「
グ
レ
イ
ト
・
ブ
リ
テ
ン
の
国
王
」
と
い
う
人
格
に
の
み
忠
誠
を
負
う
な
ら

(
却
)

ば
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
は
再
び
絶
対
王
政
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
レ
オ
ナ
ル
ド
の
主
張
で
あ
る
。

以
上
の
レ
オ
ナ
ル
ド
の
主
張
は
、
ト

l
リ
l
的
と
い
う
よ
り
は
、
ま
さ
し
く
英
国
ホ
イ
ツ
グ
の
革
命
の
原
則
に
則
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
一
六
八
八
年
の
ホ
イ
ツ
グ
は
、
国
王
の
恋
意
的
な
立
法
か
ら
コ
モ
ン
・
ロ

l
を
守
る
た
め
に
戦
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
名
誉
草
・

命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
そ
の
草
命
の
精
神
に
立
脚
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
ホ
イ
ツ
グ
的
な
も
の
で
あ
る
の

で
、
そ
の
立
法
は
そ
れ
自
体
英
国
国
制
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
レ
オ
ナ
ル
ド
の
主
張
の
帰
結
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
植
民
地
と
の
対
立

北j去56(4・38)1590



に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
と
っ
た
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
チ
ャ
ン
セ
ラ

l
・
ノ

i
ス
イ
ン
グ
ト
ン
卿

(2gnn=
。『Z
E
E
-
d
m
gロ
)

+弘、

一
七
六
六
年
の
印
紙
税
法
廃
止
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
の
議
論
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

す
べ
て
の
政
府
は
そ
の
臣
民
に
意
の
ま
ま
に
(
曲
吾
首
邑
ぎ
法
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
君
主
政
で
あ
ろ
う
と
、
貴
族
政
で
あ
ろ
う
と
、
民
主
政

(
幻
)

で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
混
合
政
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
の
国
家
(
凹

E
S
に
は
一
つ
の
至
上
権
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
と
も
と
宣
言
法
は
、
印
紙
税
法
の
廃
棄
と
同
時
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
側
と
し
て
は
、
印
紙
税
法

の
廃
棄
は
、
全
く
政
策
的
見
地
か
ら
決
め
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
断
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
議
会
に
よ
る
植
民
地
課
税
権
を
否
認
す
る

(
辺
)

植
民
地
側
の
主
張
を
容
認
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
目
的
で
、
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
宣
言
法
」
の
背
景
に

は
こ
う
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
英
国
国
制
の
理
解
が
存
在
し
て
い
た
。

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

ア
ダ
ム
ズ
の
『
ノ
ヴ
ァ
ン
グ
ラ
ス
」
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
側
の
王
張
に
挑
戦
す
る
体
系
的
反
論
で
あ
っ
た
。
ま
ず

彼
は
、
北
米
植
民
地
が
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
支
配
下
に
あ
る
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
側
の
認
識
を
否
定
す
る
歴
史
観
を
示
す
。
ア
ダ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、

(
お
)

ほ
ぼ
す
べ
て
の
北
米
植
民
地
は
「
ポ
ス
ト
・
ナ
テ
イ
」
、
す
な
わ
ち
ジ
ェ

l
ム
ズ
一
世
の
即
位
と
英
国
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
両
王
権
の
統

合
(
一
六
O
三
年
)
以
後
か
っ
一
六
八
八
年
以
前
に
設
立
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
北
米
植
民
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
主
権
が
確
立
さ
れ

る
前
に
、
そ
し
て
一
七
O
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
合
同
(
号
伺
〉
2

0『

C
2
2
)

し
、
グ
レ
イ
ト
・
ブ
リ
テ
ン
と
な
る
前
に

設
立
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
ア
ダ
ム
ズ
の
主
張
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

ほ
と
ん
ど
の
北
米
植
民
地
に
と
っ
て
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
議
会
内
の
国

王
」
「
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
主
権
」
と
い
う
概
念
は
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
話
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、

一
六
O
三
年
か
ら
一
六
八

北法56(4・39)1591 



説

八
年
の
聞
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
聞
に
は
一
つ
の
王
権

(
5
5
a
n
g
Z
M
)
は
存
在
し
て
い
た
が
、
統
合
さ
れ
た
議
会

(
E
x
a
Eユ3
5
2ご
な
ど
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。

つ
ま
り
、
各
ネ
イ
シ
ヨ
ン
は
そ
れ
自
身
の
立
法
部
(
庁
官

E
E
Z
空

J三b.

d問

を
も
っ
て
い
た
が
、
同
時
に
固
王
を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
の
が
歴
史
的
事
実
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス
人
が

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
議
会
に
何
ら
の
忠
誠
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
の
と
同
様
に
北
米
植
民
地
人
も
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
何
ら
の
忠
誠
義
務
も

(M) 

負
っ
て
は
い
な
い
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
特
許
状

(nFEq)
の
授
与
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
君
主
で
あ
り
か
っ

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
君
主
で
あ
る
と
い
う
の
が
ア
ダ
ム
ズ
の
示
し
た
歴
史
認
識
で
あ
る
。

ま
」
事
れ
~
、

ア
ダ
ム
ズ
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
レ
オ
ナ
ル
ド
ら
が
い
う
、
「
植
民
地
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
(
切
江
口
急
開
B立
『
白
)

の
一
部
で
あ
る
」
と
い
う

主
張
も
、
完
全
な
誤
り
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
、
っ
。

イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
い
う
用
語
は
、

コ
モ
ン
・
ロ

l
の
言
葉
で
は
な
く
、
新
聞
や
政
治
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
、
す
な
わ
ち

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
・
オ
ブ
・
グ
レ
イ
ト
・
ブ
リ
テ
ン
令
官
回
目
唱
包
包

Q
。
者
ロ
色
。
5
a
e
切
コ

E
ロ
)
と
い
う
言
葉
は
、

(
お
)

な
く
、
宮
廷
の
お
べ
っ
か
使
い
の
言
葉
で
あ
る
。

コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は

こ
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
い
う
言
葉
自
体
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
は
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
も

し
植
民
地
人
が
英
国
臣
民
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
忠
誠
を
求
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
植
民
地
人
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
第
三
身
分
(
庶
民
院
)

に
お
い
て
代
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
植
民
地
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
何
ら
の

至
上
権
た
り
得
て
い
な
か
っ
た
う
え
に
、
植
民
地
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
一
エ
ー
カ
ー
も
代
表
さ
れ
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
従
う
な
ら
ば
、

「
イ
ギ
リ
ス
人
の
自
由
」
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
「
同
意
の
原
則
」
を
否
定
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
王
、
貴
族
、
庶
民
が
構
成
す
る
イ
ギ
リ
ス

北法56(4・40)1592



議
会
と
い
う
寡
頭
支
配

(
o
-
G
R
n
F
E
d
-
m
)
に
隷
従
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
形
而
上
学
者
や
政
治
家
た
ち
は
延
々
と
議
論
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
彼
ら
は
統
治
者
(
加
0
5ヨ
ミ
)
と
被
治
者
(
問
。
，

(
お
)

の
道
徳
的
な
支
配
ま
た
は
服
従
の
原
則
ま
た
は
基
礎
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

gsa) 

さ
ら
に
ア
ダ
ム
ズ
は
北
米
植
民
地
の
位
置
づ
け
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ

l
ル
ズ
か
ら
類
推
す
る
こ
と
の
誤
り
も
指
摘
す
る
。
ま
ず
彼
は

植
民
地
に
た
い
す
る
「
イ
ギ
リ
ス
議
会
主
権
」
を
「
征
服
権
」
に
由
来
さ
せ
る
主
張
を
否
定
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
北
米
植
民
地
と
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
や
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
は
根
本
的
に
成
り
立
ち
が
違
う
。
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
と
も
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
征
服
さ
れ
た
土
地
だ

が
、
ウ
ェ

l
ル
ズ
は
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
代
表
を
送
る
の
を
条
件
に
王
国
に
併
合
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
地
域
で
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

は
代
表
を
送
る
権
利
を
持
た
ず
に
服
従
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
た
い
し
て
北
米
植
民
地
は
、
そ
も
そ
も
併
合
さ
れ

た
り
征
服
さ
れ
た
り
し
た
地
域
で
は
な
く
、
発
見
さ
れ
た
土
地
な
の
で
あ
る
と
ア
ダ
ム
ズ
は
主
張
す
る
。
つ
ま
り
北
米
植
民
地
は
、
発
見
・

購
入
・
移
住
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
封
建
法
に
基
づ
く
征
服
権
は
発
生
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
植
民
地
は
、
イ
ギ

リ
ス
史
に
は
前
例
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
リ
チ
ャ

l
ド
一
世
と
ジ
ェ

l
ム
ズ
一
世
の
期
間
中
に
発
展
し
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
は
、
発
見
し
た

(
幻
)

土
地
を
支
配
す
る
た
め
の
準
備
は
何
も
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

γ
つ
し
た
上
で
ア
ダ
ム
ズ
は
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
は
な
い

「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
」
に
お
け
る
「
主
権
」
と
い
う
抽
象
的
な
問
題
に
た
い
し
て
、

北法56(4・41)1593

ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
を
示
す
。
た
し
か
に
レ
オ
ナ
ル
ド
の
言
、
つ
よ
う
に
、
主
権
と
い
う
も
の
は
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
平

行
的
主
権
(
司
臼
・
巳

E
8
5
5関
口

zg)
」
と
い
う
も
の
は
存
在
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
植
民
地
の
議
会
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け

(
お
)

る
至
上
の
政
治
的
権
威
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
商
業
を
規
制
す
る
至
上
の
権
威
で
あ
る
と
い
う
理
論
で
あ
る
。
各
植



説

民
地
は
、
国
王
と
の
契
約
で
あ
る
特
許
状

(
n
E
2
2
)
と
「
植
民
地
の
慣
習
」
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
統
治
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
内
政
に
関
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
か
ら
は
完
全
に
独
立
し
、
海
外
貿
易
に
関
し
て
は
自
ら
の
利
益
に
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
イ
ギ
リ
ス

両省

議
会
の
規
制
に
「
同
意
」
し
て
き
た
と
い
う
の
が
、

ア
ダ
ム
ズ
の
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
」
に
お
け
る
統
治
の
歴
史
の
理
解
で
あ
る
。
こ
の
イ
ギ

リ
ス
議
会
の
貿
易
の
規
制
は
、
あ
く
ま
で
も
植
民
地
の
同
意
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
コ
モ
ン
・
ロ

l
の
い
か
な
る
原
則
に
も
よ
ら
な
い
し
、

(
明
日
)

英
国
国
制
の
い
か
な
る
原
則
に
も
よ
ら
な
い
」
。

こ
れ
と
同
様
の
見
解
は
エ
ド
マ
ン
ド
・
パ

l
ク
の
一
七
七
七
年
の
書
簡
に
お
け
る
見
解
に
も
一
不
さ
れ
て
い
る
。
パ
ー
ク
は
「
イ
ギ
リ
ス
帝

国
」
の
国
制
は
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
聞
に
「
単
な
る
無
関
心
」
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
「
物
事
を
自
然
な
操
作
官
官
平

gロ
)
に
ま
か
せ
た
」
結
果
、
「
適
切
な
秩
序
に
お
さ
ま
っ
た
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
間
に
発
展
し
た
そ
の
不
文
の
帝
国
の
国
制

(
5
8三
s
a
E官
『
互

(
ぬ
)

8
5
E
5
5目
)
に
よ
っ
て
、
各
植
民
地
は
、
特
許
状
と
植
民
地
の
内
政
へ
の
英
国
議
会
の
制
限
さ
れ
た
権
威
を
認
め
て
い
た
。

少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
人
の
視
点
か
ら
は
)

パ
ー
ク
に
よ
れ
ば
「
有
益
な
る
怠
慢
」
の
聞
に
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
国
制
」
は
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
枠
組
み
の
な
か

に
お
い
て
、
北
米
植
民
地
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
権
威
を
認
め
て
き
た
。
し
か
し
、
積
極
的
な
イ
ギ
リ
ス
議
会
主
権
な
ど
と
い
う
も
の
は
慣
習

に
な
い
の
で
あ
る
。
「
有
益
な
る
怠
慢
」
に
お
け
る
貿
易
規
制
に
は
「
同
意
」
し
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
課
税
立
法
に
服
し
た
こ
と

つ
ま
り
、

は
な
い
の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
ズ
は
レ
オ
ナ
ル
ド
に
代
表
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
見
解
に
明
確
に
反
論
す
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
歴
史
的

事
実
と
慣
習
に
従
え
ば
、
英
国
議
会
の
権
威
は
北
米
植
民
地
の
内
政
に
は
及
ば
な
い
。
だ
だ
し
北
米
植
民
地
側
の
「
同
意
」
に
よ
っ
て
、
海

こ
の
よ
、
つ
に
し
て
、

北i去56(4・42)1594 



(
平
行
的
主
権
)
。
第
二
に
、
北
米
植
民
地
は
発
見
・
購
入
・

移
住
に
よ
っ
て
成
立
し
た
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
封
建
法
的
な
征
服
権
の
論
理
で
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
北
米
植
民
地
に
お
け
る
主
権
は
正
統

化
で
き
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
コ
モ
ン
・
ロ

l
が
想
定
し
て
い
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
場
合
北
米
植
民
地
人
は
、
そ
の
移
住
を
許
可
し
特

許
状
を
与
え
た
国
王
と
の
み
関
係
を
も
つ
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
ま
っ
た
く
の
部
外
者
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

外
貿
易
に
つ
い
て
の
み
イ
ギ
リ
ス
本
国
議
会
の
規
制
に
従
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

か
ら
、
第
三
に
、
英
国
国
制
を
変
質
さ
せ
て
し
ま
っ
た
責
任
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
人
の
自
由
」

の
基
礎
と
な
る
「
同
意
」

の
原
則
を
踏
み
つ
け
、

代
表
な
し
に
北
米
植
民
地
に
課
税
し
た
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
革
命
史
研
究
に
お
い
て
は
な
ん
ら
真
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
背
景
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
北
米
植
民
地
成
立
史
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
の
関
係
に
つ
い
て

一
七
六
三
年
以
降
の
反
英
抗
争
を
正
統
化
す
る
根
拠
は
、
そ
れ
以

こ
う
し
た
大
西
洋
両
岸
の
見
解
の
相
違
に
つ
い
て
の
考
察
は
、

の
立
憲
的
考
察
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

前
の
北
米
植
民
地
の
経
験
で
あ
り
政
治
的
伝
統
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
立
憲
的
に
理
論
化
し
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
で
あ
っ
た
。
ア
ダ

ム
ズ
は
、
植
民
地
人
の
漠
然
と
し
た
不
満
を
明
瞭
に
理
論
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
反
英
抗
争
か
ら
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
指
導
者
と
な
っ

て
い
く
。
こ
の
一
七
六
三
年
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
へ
の
「
抵
抗
」
は
、
北
米
植
民
地
人
が
経
験
し
た
最
初
の
政
府
体
験
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
「
政
府
」
と
い
う
存
在
を
意
識
せ
ず
に
過
ご
し
て
き
た
北
米
植
民
地
の
人
々
は
、
抑
圧
を
経
験
す
る
こ
と
で
政
府
を
は
じ
め
て

意
識
し
、
抵
抗
す
る
こ
と
で
政
府
と
は
何
か
を
考
察
し
始
め
た
。
た
だ
し
反
英
抗
争
を
独
立
革
命
へ
と
展
開
さ
せ
る
に
は
、
い
ま
ひ
と
つ
の

理
論
的
後
押
し
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
し
て
み
た
い
。

第
二
章
註

(
1
)

ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
(
清
水
速
雄
訳
)
『
革
命
に
つ
い
て
』
(
筑
摩
書
房
、

一
九
九
五
年
)
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
彼
女
が
強
調
し
て
い
る
の
は
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説

ア
メ
リ
カ
革
命
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
性
質
の
違
い
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
異
な
り
ア
メ
リ
カ
革
命
は
、
先
験
的
理
念
で
は
な
く
過
去
に
経

験
し
た
本
来
の
姿
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
彼
女
の
主
張
で
あ
る
。
な
お
、
ア
レ
ン
卜
の
政
治
観
に
つ
い
て

は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
川
崎
修
「
ア
レ
ン
ト
l
公
共
性
の
復
権
』
(
講
談
社
、
一
九
九
八
年
)
。

(
2
)
有
賀
貞
・
大
下
尚
一
・
志
郎
晃
佑
・
平
野
孝
『
世
界
歴
史
体
系
ア
メ
リ
カ
史

I
ー
一
七
世
紀
1
一
八
七
七
年
|
』
(
山
川
出
版
、
一
九
九
四

年
)
、
七
六
|
七
九
、
九
O
頁。

(
3
)
こ
の
時
期
の
英
国
の
国
務
省
は
北
国
務
省
と
南
国
務
省
に
分
か
れ
て
い
る
。
北
国
務
省
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
諸
国
と
の
外
交
を
に
な
い
、
南

国
務
省
は
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
外
交
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
北
米
植
民
地
の
問
題
を
担
当
し
て
い
た
。
一
九
世
紀
に
な
っ
て
、
北
国
務
省

は
内
務
省
に
、
南
国
務
省
は
外
務
省
と
な
る
。
一
七
六
八
年
に
植
民
地
省
が
新
設
さ
れ
、
植
民
地
問
題
は
南
国
務
省
か
ら
分
離
さ
れ
る
。
前
掲

書
、
九
一
|
九
二
頁
。
斎
藤
員
『
ア
メ
リ
カ
革
命
史
研
究
|
自
由
と
統
合
|
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
)
、
六
九
|
七
一
頁
。

(
4
)
斎
藤
奨
『
ア
メ
リ
カ
革
命
史
研
究
|
自
由
と
統
合
|
」
、
七
二
七
四
頁
。

(
5
)
有
賀
貞
・
大
下
尚
一
・
志
郎
晃
佑
・
平
野
孝
「
世
界
歴
史
体
系
ア
メ
リ
カ
史
I

一
七
世
紀
1
一
八
七
七
年
』
、
七
六
|
七
九

(
6
)
ぞ
g
p
M
S
内
角
川
、
E
E
ミミ
$
?
S
1
2
3
P
E
守芹・
3∞・

(
7
)
ア
メ
リ
カ
学
会
編
『
原
典
ア
メ
リ
カ
史
第
一
一
巻
革
命
と
建
国
」
(
岩
波
書
居
、
一
九
六
一
年
)
、
一
一
八
頁
。

(
8
)
者
g
p
豆
ヱ
リ
主
主
喜
久
忌
?
宮
内
、
E
S
河
内
主
主
門
岨
宅
-
N
g
a
S

(9)
宮
n
H
Z包
P
呂
町
、
世
宮
内
コ
門
E
Z
河
2
0
Z
E
z
~
〉
〈
リ
。
苫
柏
町
言
2
0
3
E
~
宮
町
内
さ
ミ
ね
な
C
S
(
Z
9
ξ
4
2
F
3
H
A
3
4
N
-
-

(
凶
)
英
国
枢
密
院
の
植
民
地
へ
の
締
め
付
け
は
す
で
に
パ
リ
条
約
締
結
直
後
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
一
七
六
三
年
一

O
月
に
は
英
国
枢
密
院
は
植

民
地
関
税
業
務
の
強
化
を
ね
ら
い
副
海
事
裁
判
所
を
強
化
し
、
ま
た
ジ
ョ
ー
ジ
一
一
一
世
の
名
で
、
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
以
西
で
の
植
民
地
人
の
土
地

所
有
を
当
面
禁
止
す
る
(
国
王
宣
言
線
)
。
斎
藤
真
『
ア
メ
リ
カ
革
命
史
研
究
l
自
由
と
統
合
1

』
、
七
四
七
六
頁
。
一
ア
メ
リ
カ
学
会
編
『
原

典
ア
メ
リ
カ
史
第
二
巻
革
命
と
建
国
』
(
岩
波
書
宿
、
一
九
六
一
年
)
、
一
一
丁
九
頁
。

(
日
)
ア
メ
リ
カ
学
会
編
『
原
典
ア
メ
リ
カ
史
第
二
巻
革
命
と
建
国
」
、
一

O
一
一
一

O
コ
石
貝
。
た
だ
し
、
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

(
臼
)
「
ノ
ヴ
ァ
ン
グ
ラ
ス
』
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー
パ
ー
に
所
収
の
も
の
を
使
用
す
る
o
E
R
F
N
一N-aa凶∞吋・

(日
)

E

玄
g
g
n
吉
田
町
四
円
相
E
S
-
-
[
U
S
F
m
-
Z
S
R
2
5
3
?
宮
内
ミ
門
a
s
h
-
5
2
M
起こ
u
s
E
勾

S
E
E
l
な
き
〉
吾
き
な
号
、
h
S
5町
、
ミ
ロ
ミ
ミ
・
~
1
3・

白
色
・
回
四
日
間
仏
玄
白
加
。
ロ
(
Z
m
宅
ペ
。
『
r
.
3
吋
一
N
)
@
凶
凶
山
由
・

論
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ジョン・アダムズの中央政府論 (2) 

(凶

)-FE--
出・

(
日
)
の
・
∞
s
a
d
-
z
c
g
司
由
。
p
'
E
言
台
悼
む
き
ご
さ
を
と
刷
、
旬
、
ミ
ミ
と
宮
、
ヲ
$

(
凶
)
植
民
地
側
の
抗
議
に
た
い
し
て
、
英
国
政
府
側
の
代
弁
者
と
し
て
、
「
実
質
的
代
表
」
の
理
論
を
主
張
し
た
の
は
、
長
年
商
務
院
の
委
員
を
つ

と
め
、
当
時
下
院
議
員
で
あ
っ
た
ソ
ウ
ム
・
ジ
エ
ニ
ン
ズ
(
印
S
E
m
u
=
吉
田
)
と
、
首
相
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
の
秘
書
ト
マ
ス
・
ウ
ォ
タ
リ
l

(叶

g

s
曲
目
当
Z
E
a
)
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
説
く
「
実
質
的
代
表
」
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
研
究
を
参
照
の
こ
と
。
者
g
p
呂
内
内
君
主
ミ

ミ
志
向
、
占
S
E
2
3
P
E
E
n
-
吋
凶
ム
∞
一
斎
藤
長
「
ア
メ
リ
カ
革
命
史
研
究
|
自
由
と
統
合
』
、
七
八
頁
。

(口
)
E
B
E
E
一
∞
R
Z
-
E
f
n
n
n
z
g
号
何
回
凶
}
刊
n
g
a
o
『
回
コ
2
0
-
3
(
}
ゴ
3
・4
ぞ

q
g
o
『
切
巴
『
宵
4

戸
ま
-
A
E
s
a
g
tそ
o
c
p
豆
町

0
・
E
号
、
-
A
¥
H
E
同
与
ミ
ミ
ミ
=

河内HME守口町・~11u・~1u。場]斗同・

(叩凶)ヨス
uzasb「
H
E
内
〉
韮
3
2
3
河
内
三
守
口
町
・
コ
忍
E

コ申
0
・
コ
品
'

(
川
口
)
ま
玄
白
出
窓
口
F
g
O
R
B
-∞2
3
[
U
S
F
刊
ニ
-
g
E
『
丘
E
M
3
E
角
川
〉
雲
町
、
同
号
、
国
内
ミ
h
E
M
S
内
む
き
な
~
河
内
司
ミ
ロ
ミ
'
』
冬
、
同
〉
h
E
ま
同
町
『
R
E
S
『
宏
、
若
手
~
1
1弘
よ
U
Y
V
M
頃

向島・切目司口同『
a
y曲目凶由。ロ唱凶
M
4
凶叶・

(
却

)
-
Z
P
3

(
幻
)
豆
町
ロ
毛
色
p
n
。
さ
と
宣
言
z
b
E
h
豆
~
室
町
町
内
ミ
皇
民
ヨ
ミ
ミ
=
(
Z
g
そ
〈
。
『
F
一申告)頃凶

(
泣
)
ア
メ
リ
カ
学
会
編
『
原
典
ア
メ
リ
カ
史
第
二
巻
革
命
と
建
国
』
(
岩
波
警
庖
、
一
九
六
一
年
て
一

O
一tp、。

(
お
)
イ
ギ
リ
ス
王
と
な
っ
た
ジ
ェ

l
ム
ズ
一
世
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
両
国
王
位
が
統
合
さ
れ
た
後
に
生
ま
れ
た
人
々
で
あ
る
、

旬
。
師
向
'
Z
邑
(
ジ
ェ

l
ム
ズ
一
世
の
即
位
以
後
に
生
ま
れ
た
人
々
)
に
相
互
の
国
籍
を
付
与
す
る
こ
と
と
、
〉
=
5
・
Z
さ
(
ジ
ヱ
|
ム
ズ
一
世
の
即
位

以
前
に
生
ま
れ
た
人
々
)
に
も
同
様
の
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
を
定
め
た
法
令
を
制
定
し
よ
う
と
し
た
。
英
国
議
会
(
庶
民
院
)
は
こ
の
法
令

に
反
対
で
あ
っ
た
の
で
、
ジ
ェ

l
ム
ズ
一
世
は
議
会
に
よ
ら
ず
裁
判
所
に
判
断
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
結
局
裁
判
所
の
判
断
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
g
n
'
Z
S
は
、
英
国
国
王
の
臣
下
と
し
て
正
当
な
権
利
を
も
つ
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

M
-
H
・
マ
キ
ル
ウ
ェ
イ
ン
(
森
岡
敬
一
郎
訳
)
『
立

憲
主
義
そ
の
成
立
過
程
」
(
慶
応
通
信
社
、
一
九
六
六
年
)
、
二
五
九
頁
。

(

担

)

』

U
A
古川、
F
M
一
凶

A3
ム∞

(お
)
g
F
P
-
M
一目。，
u-

(却
)
-
z
p咽
M

・凶】凶・
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説

(幻
)
E
a
-
-
M
一凶】凶・ぃ
wa--
凶
M申・

(お
)
-
E
P
・M
・
2
凶・

(却

)
-
z
a
J
M
-
N
E
咽い宕

(
却
)
開
門
吉

E
S一回
R
F
t
r
g
B
2
0同
『
町
田

F
E『
訟
も
同
国
同
仲
間
向
。
-
3
・5
H
E
司
ぞ
ミ
雪
久
同
引
き
g
s
h匂
hqF
尽
き
z
p
g
b
o
p
-
∞M
3・凶一

3
0・』
E
O同町

n
-
5
4
z
o
g切
出

C
P

ε

な
ぎ
与
え
む
さ
き
を
F
F
堂、凡
H
A
刊と

~54y-
己・

~b. 
長岡

※
本
稿
は
、
平
成
一
四
年
度
・
一
五
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
北

海
道
大
学
審
査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二
O
O
四
年
六
月
授
与
)
の
一
部
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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